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巻頭図版 1

前ノ田村上第 1遺跡周辺地形遠景 (南から)



巻頭図版2

前ノ田村上第 1遺跡 1区～4区完掘状況



巻頭図版3

2区南部 ･3区 ･4区北部完掘状況



巻頭図版4

3区 区画溝8と掘立柱建物 (北西から)

4区 区画溝8･9と掘立柱建物 (東から)



宮崎県教育委員会では､東九州自動車道 (都農～西都間)建設予定地にかかる

埋蔵文化財の発掘調査を平成11年度から実施しております｡本書はその発掘調査

報告書であります｡

本書に掲載した前ノ田村上第 1遺跡は､平成13年度から平成15年度にかけて発

掘調査を行い､後期旧石器時代～縄文時代早期における剥片､弥生時代終末期に

おける竪穴住居や周溝状遺構とそれに伴う遺物､中世～近世における掘立柱建物

や豊富な貿易陶磁器や国産陶磁器をはじめとする遺構や遺物を多数確認すること

ができました｡特に､四面庇建物などの大型の建物や屋敷地を区画するための多

数の区画溝が確認される等､中世から近世の拠点的な施設の存在も想定されます｡

ここに報告する内容は､今後､当地域の歴史を解明する上で貴重な資料になる

ものと考えられます｡

本書が学術資料となるだけでなく､学校教育や生涯学習の場などで活用され､

また､埋蔵文化財保護に対する理解の一助になれば幸いです｡

最後に､調査にあたって御協力いただいた関係諸機関 ･地元の方々､並びに御

指導 ･御助言を賜った先生方に対して､厚くお礼申し上げます｡

平成17年9月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長 宮 園 淳 一



例 日

1 本書は､東九州自動車道 (都農～西都問)建設に伴い､宮崎県教育委員会が実施 した前ノ

田村上第 1遺跡の発掘調査報告書である｡

2 発掘調査は､日本道路公団の委託により宮崎県教育委員会が調査主体となり､宮崎県埋蔵

文化財センターが実施 した｡

3 現地での実測 ･写真撮影等の記録は､河野康男､渡部誠一郎､小芋都あずさ､古屋美樹､

成相景子､高橋浩子､日高敬子が行い､一部について発掘作業員の協力を得た｡

4 調査区の座標設置及びグリッドの設定は､㈱進藤測量設計事務所と㈱村上測量設計事務所

に委託 した｡なお､国土座標は旧国土座標第Ⅱ系に拠る｡

5 空中写真撮影は､佑)スカイサーベイ九州と㈱九州航空に委託 した｡

6 自然科学分析は､㈱古環境研究所に委託 した｡

7 整理作業は､遺物洗浄､注記を現地で行い､残りの接合 ･実測及び トレースを宮崎県埋蔵

文化財センター本館で行った｡図面の作成 ･遺物実測及びトレースは河野と整理作業員が行

った ｡

8 本書で使用 した位置図は国土地理院発行の2万5千分の1図をもとに､遺跡周辺地形図等

は､日本道路公団宮崎工事事務所から提供の1千分の 1図をもとに作成した｡

9 本書で使用 した方位は主に座標北 (G.N.)である｡また､標高は海抜絶対高である｡

10 土層断面 ･土器等の色調については農林水産省農林水産技術会議事務局監修 ｢新版標準土

色帖｣に準拠 した｡

11 本書の執筆は､河野康男が行い､第 3節を河野康男と藤木聡が担当し､陶磁器類の分類に

ついては､堀田孝博の協力を得た｡編集は河野康男が担当した｡

12 出土遺物､その他の諸記録は宮崎県埋蔵文化財センターで保管している｡

凡 例
1 遺構の略号は次のとおりとする｡

SA:竪穴住居 SL:周溝状遺構 SB:掘立柱建物 SC:土坑 SD:土壌
SE:溝状遺構 SG:道路状遺構

2 挿図の縮尺は次のとおりとする｡

石器 2/3 土器 1/4 陶磁器 1/3 右庖丁 l/3

磨石 1/4 鉄£族 1/2 掘立柱建物 1/80 土坑 1/40

土壌 1/25 竪穴住居 1/50 周溝状遺構1/50

以上を基本とするが､これ以外のものもある｡
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第 1図 前ノ田村上第 1遺跡と周辺遺跡位置図 (S-1/50.000)



第Ⅰ章
第1節 調査に至る経緯
東九州自動車道 (都農～西都問)は､平成元年2

月に基本計画がなされ､平成9年3月には整備計画

路線となった｡さらに､平成9年12月に建設大臣か

ら日本道路公団へ施行命令が出され､公団では翌年

の2月から事業に着手している｡その間､県教育委

員会では､平成6年度に延岡～西都問の遺跡詳細分

布調査を行い､それに基づき埋蔵文化財の保護につ

いて関係機関と協議を重ねた結果､工事施工によっ

て影響が出る部分については工事着手前に発掘調査

を実施することとなった｡調査は平成11年度から日

本道路公団の委託を受け､宮崎県埋蔵文化財センタ

ーで行っている｡

本遺跡の確認調査は､3回に分けて行った｡第一

次確認調査は､平成13年9月11日～11月5日で､調

査区北部の面積8,100m2を対象に実施した｡その結

果､6,100m2を対象とする第一次調査が決定した｡

第二次確認調査は､平成14年10月15日～10月30日で､

調査区南部の面積4,900m2を対象に実施した｡その

結果､全調査区の4,900Hfを対象とする第二次調査

が決定した｡第三次確認調査は､第二次調査と並行

して平成15年4月中旬に調査区中央部の面積4,300

m2を対象に実施した｡その結果､全調査区の4,300

m2を対象とする第三次調査が決定した｡

実際の本調査の調査期間は､以下のとおりである｡

第一次調査 :平成13年12月10日～平成14年10月11日

第二次調査 :平成14年12月12日～平成15年5月9日

第三次調査 :平成15年6月23日～平成15年12月12日

第 2節 調査の組織
調査の組織は次のとおりである｡

調査主体 宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長

矢野 剛 (平成13年度)

米良 弘康 (平成14･15年度)

宮園 淳一 (平成16･17年度)

副所長兼総務課長

菊池 茂仁 (平成13年度)

はじめに

大薗 和博 (平成14-16年度)

総務課長

宮越 尊 (平成17年度)

総務係長

亀井 継子 (平成13年度)

野遺 文博 (平成14年度)

主幹兼総務係長

石川 恵史 (平成15-17年度)

副所長兼調査第二課長

岩永 哲夫 (平成13-17年度)

調査第一課長

面高 哲郎 (平成13年度)

児玉 章則 (平成14･15年度)

高山 富雄 (平成16･17年度)

調査第一係長

谷口 武範 (平成13-16年度)

主幹兼調査第一係長

島津 宗重 (平成17年度)

調査第二係長

長津 宗重 (平成13-15年度)

主幹兼調査第二係長

島津 宗重 (平成16年度)

菅付 和樹 (平成17年度)

主査 (調査担当)

渡部誠一郎 (平成13･14年度)

河野 康男 (平成13-15年度)

主任主事 (調査担当)

高橋 浩子

調査員 (調査担当)

古屋 美樹 成相 景子 日高 敬子

小芋都あずさ

主査 (報告書担当)

河野 康男 (平成13-17年度)

調査指導

/｣減田弘己 (熊本大学) 本田道輝 (鹿児島大学)

泉 拓良 (京都大学) 田崎博之 (愛媛大学)

柳沢一男 (宮崎大学)

広瀬和雄 (国立歴史民俗博物館)
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第Ⅱ章 遺跡の環境
前ノ田村上第 1遺跡は､宮崎県児湯郡川南町大字

川南字須田久保に所在する｡本遺跡は尾輪山の南東

に位置し､小丸川の支流切原川と平田川の支流綿打

川にはさまれた十文字扇状地Ⅱ面上にある｡

本遺跡の大半を占める田畑地は､戦後の昭和23-

30年に実施された国営開田事業によって削平 ･造成

されている｡地域住民の聞き取り調査によると､こ

の開田事業によって､この地にあった家屋等が周辺

に移設されているようである｡

今回の調査においては､旧石器時代～縄文時代早

期の遺物と弥生時代終末期､中世～近世にかけての

遺構と遺物が確認された｡そこで､周辺の遺跡分布

状況について､同時期の遺跡について概観したい｡

【旧石器時代】 旧石器時代の調査例は少なく､後

牟田遺跡､霧島遺跡などである｡後牟田遺跡は､第

1文化層の縄文時代早期文化層を初めとして第2文

化層から第10文化層まで旧石器時代の文化層が続い

ており､テフラによって石器群の変遷が確認された

標準となる遺跡である｡古くは約3.5万年前の褐色

ローム層上部から焼疎群や石皿､磨石などが出土し､

最古とされていた鹿児島県中種子町立切遺跡を数千

年遡る生活痕跡が確認されている｡他に､大野寅男

氏の踏査や川南町の分布調査によって番野地C遺跡 ･

大久保遺跡 ･谷ノロ遺跡 ･卒手遺跡などの数多くの

後期旧石器時代の遺跡が確認されている｡近年の調

査では､中ノ迫第1遺跡において敵石､ナイフ形石

器､スクレイパー等の石器の出土とともに43基の疎

群が検出されている｡

【縄文時代】 縄文時代の遺跡の調査例は､後牟田

遺跡､霧島遺跡､蔵座村遺跡､上ノ原遺跡と少ない

が､川南町の分布調査によって60箇所の遺跡が確認

されている｡特に押型文土器を伴う早期の遺跡が多

く､丸山西原遺跡 ･松ヶ迫遺跡 ･大久保遺跡で確認

されている｡縄文時代は､旧石器時代と同様､主に

山地及び丘陵地に集中する傾向にある｡近年の調査

では､中ノ迫第 1遺跡において集石遺構､陥し穴状

遺構等が､検出している｡

【弥生時代】 弥生時代､川南の台地上や丘陵地縁

辺上において､特に後期から終末期にかけて遺跡が

急激に増加する｡弥生時代の遺跡は､中期が蔵座村

遺跡同様丘陵地縁辺部､終末期が台地上や丘陵地縁

辺部に集中して立地するようである｡中期の調査例

は未だないが､終末期は､円形と方形の各一基の周

溝墓が確認された東平下遺跡､竪穴住居 6軒が確認

された把言田遺跡､竪穴住居2軒と周溝状遺構2基

が確認された野稲尾遺跡の調査例がある｡現在調査

中の赤坂遺跡では､円形周溝墓1基､周溝状遺構2

基､竪穴住居24軒が検出されている｡特に円形周溝

墓については､県内でも検出例が少なく､これまで

検出されたもののほとんどが低地に造られているの

に対して丘陵項部の平場を選んで造営しているとい

う特徴的な立地が特筆される｡

【歴史時代】 歴史時代の遺跡については､上垂門

の奈良時代後半から平安時代前期ごろに比定される

蔵骨器を伴う火葬墓や宗麟原の供養塔等が知られて

いる｡川南町は､古代には韓家郷の一部に比定され､

韓人 (渡来人)との関係を思わせる所であり､また

去飛 (都農町)の駅と児湯 (木城町高城)の駅を結

ぶ古代の官道も想定される｡また字名に ｢別府｣等

の地名が数多く残っており､中世の荘園関係の遺跡

が存在する可能性がある｡さらに､近年東九州自動

車道建設に伴う発掘調査が行われ､歴史時代の遺構､

遺物が数多く確認され始めている｡湯牟田遺跡では､

掘立柱建物34棟が確認されている｡また､現在調査

中の赤坂遺跡では､16棟の掘立柱建物とピット群が

検出されている｡

【引用参考文献】

川南町教育委員会2002 『後牟田追跡 宮崎県川南町後牟田遺跡におけ

る旧石器時代の研究』 後牟田遺跡調査団

宮崎県埋蔵文化財センター2001 ｢蔵座村遺跡｣ 『宮崎県埋蔵文化財

センター発掘調査報告書』 53集

鬼塚久美子1997 ｢宮崎平野の古代交通路に関する予察｣『宮崎県史研究』
第11号

川南町教育委員会1983 『川南町史』

川南町教育委員会1983 ｢川南町の埋蔵文化財 遺跡詳細分布調査報告

書｣
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第Ⅲ章 調査の経過と方針
第1節 確認調査の概要
本遺跡の確認調査は､本調査に先立って三回に分

けて行った｡第一次確認調査は､平成13年9月11日

～11月5日に調査区北部を対象に実施した｡重機も

利用 して､調査区域面積8,600m2のうち10.5%に当

たる900mZの調査を行った｡アカホヤ火山灰層上面

において遺構検出を行ったところ多数の柱穴が確認

されるとともに､表土中からも土師質土器､須恵質

土器､青磁や染付け等の陶磁器類が多数出土した｡

また､アカホヤ火山灰層の残存状況やトレンチの土

層断面から旧地形は､西から東にかけて緩やかに下

る斜面であることが確認された｡耕作による削平の

範囲や土石流の範囲を除外 し､6,100m2を対象とす

る第一次調査が決定した｡

第二次確認調査は､平成14年10月15日～10月30日

で調査区南部の面積4,900m2を対象に実施 した｡調

査地の区分けは､調査区南側に当たる県道都農 ･綾

線に隣接する調査区と北側の一段高くなった調査区

の2区に分けて調査を進めた｡北側の調査区は2m

x2m､南側調査区は､5mX5mを基本として ト

レンチを設定した｡アカホヤ火山灰層上面で精査を

行い､随時遺構等の確認を行いながら掘り下げてい

った｡調査対象面積4,900m2のうち10%に当たる500

m2の調査を行った｡その結果､一次調査で検出され

た柱穴の続きについては確認することができなかっ

た｡さらに旧石器時代～縄文時代早期を対象にした

北側の調査では､2mX2mのトレンチ8本を設定

し､遺構の確認を行いながらAT層まで掘り下げを

行った｡その結果､全てのトレンチでAT層が確認

された｡しかし､一次堆積だと確認できるものは､

僅かであり､二次堆積の可能性が高いと判断された｡

遣物は､AT層とその上層の暗赤褐色ローム層とが

混じり合った褐色ローム層から剥片2点が出土し､

全調査区4,900m2を対象とする第二次調査が決定 し

た｡

第三次確認調査は､調査区中央部を対象に第二次

調査と併行して平成15年4月17日～22日に実施した｡

調査対象地が第一次調査の南側隣接地であることか

ら､第一次調査で検出した柱穴の広がりの範囲､区

画溝の有無､波板状の凹凸面を有する道路状遺構の

有無に重点を置いて調査を進めた｡具体的には一次

調査の遺構の分布状況からその続きが想定される場

所にトレンチを配置して検出を試みた｡その結果､

帯状遺構は複数検出されたが､区画溝としてのつな

がりまでは把握することができなかった｡柱穴は､

北側調査区全面に分布することが確認された｡波板

状の凹凸面を有する道路状遺構については､北側端

中央部付近に､一部アカホヤ火山灰層上の黒色土が

堆積していることが確認されたが､設定したトレン

チ内では道路状遺構に関連する遺構を検出すること

はできなかった｡しかし､遺構の検出状況､遺物の

出土状況が一次調査の結果に似た傾向を示している

ことから､全調査区4,300m2を対象とする第三次調

査が決定した｡

0 100m
L ｣｣.｣

第4図 確認調査 トレンチ配置図 (S-1/4,000)
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第2節 発掘調査の方法
【調査方法】

グリッド杭は､国土座標を基準とし10m間隔で設

定した｡遺構は､原則半裁したうえで掘り下げた｡

遺構埋土中の遺物は､床面付近のものは遺構実測図

中に図化し取り上げたはかは遺構一括とした｡遺構

実測図の作成は､グリッド杭を利用して1グリッド

を南北半分の10mx5mの範囲 (A2サイズの方眼

紙 1枚分)に2分割 し､1/20で記録 した｡主要な

遺構については1/10で記録 した｡写真の記録は適

宜行い､6×7判モノクロ･カラー､35mmモノクロ･

リバーサル･カラー写真を併用した｡遺跡の僻轍等

の空中写真については業者に委託して行った｡

【柱穴の調査】

本遺跡では､多数の柱穴を検出した｡柱穴の調査

では､まず､埋土を大きく5種類に分類した｡埋土

分類の基準は､次のとおりである｡

A:しまりのある黒色土｡

B:ややしまりのある暗褐色土｡暗褐色ブロック

等を含む場合もある｡

C:混合物が少なく黒褐色系で耕作土に似た土｡

D:アカホヤ粒が全体に広がり暗褐色土ブロック､

黒褐色土ブロックが撹拝しており､締まりが

無い土｡

E:その他

以上の基準に照らして埋土の同定を行った｡次に､

平面プランで柱痕の確認を行い､確認できない場合

は検出面から3cmを限度に移植ゴテで表面を精査し

ながら掘り下げていく｡柱痕が確認できないものに

ついては､掘り下げ､柱痕が確認できたものについ

ては､実測図中に柱痕を図化 (青色)したうえで半

裁し､柱痕の断面形を実測図中に図化して掘り下げ

る｡このような流れで柱穴の調査を進めていった｡

柱穴の埋土の分類は､当初柱穴そのものの時代の

同定や､掘立柱建物の並びを検討する際に生かすこ

とを目的としていたが､埋土の同定をする際､埋土

の乾き具合や､気象条件にも左右され､一貫性のあ

る同定が難しかった｡その結果､時代の同定や掘立

柱建物の並びを検討する際の資料として､十分活用

するまでに至らなかった｡分類基準の設定や活用の

仕方等､課題が残った｡

【現地説明会】

本遺跡では､広く町内外に発掘調査の成果を報告

する目的で､現地説明会を次のように実施した｡

･第 1回現地説明会 :平成14年5月26日実施｡

｢第一次調査 :調査状況の説明｣見学者 :132名

･第2回現地説明会 :平成14年10月27日実施｡

｢第一次調査 :完掘状況の説明｣見学者 :72名

･第3回現地説明会 :平成15年12月21日実施｡

｢第三次調査 :完掘状況の説明｣見学者 :79名

現地説明会風景 (平成15年12月21日)

第3節 整理作業及び報告書作成
整理作業は､発掘現場において平成14年6月～平

成14年10月､平成15年 7月～平成15年11月の2回に

分けて遺物の水洗､注記を行った｡その後､埋蔵文

化財センターにおいて平成16年2月～平成17年3月に

計測､接合､実測､ トレース作業を行った｡

報告書作成に当たっては､整理作業と並行して遺

構図面等の整理および報告書原稿作成を行った｡
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第Ⅳ章 調査の記録
第1節 調査の概要
本遺跡は､三回に分けて調査を行った｡その結果､

遺構の検出状況等から関連性の強い一連の遺跡と考

えられる｡そこで､説明の煩雑さを避けるため､便

宜上調査区を東西に走る道路等を境にして､北から

1-5区の区を設定して､以下報告することにする｡

調査の結果､後期旧石器時代～縄文時代早期､弥

生時代終末期､中世～近世の遺構や遺物が確認され

た ｡

第一次調査 (平成13年12月10日～平成14年10月11

日)では､ 1区と2区の6,100m2を対象に調査を行

った｡2区の調査を行った後､1区の調査へと移行

した｡調査では､表土を重機で除去することから始

めたが､アカホヤ火山灰 (Ⅲ層)上の黒色土 (Ⅱ層)

の堆積状況の把握が難しく､確実に表土だと判断で

きる層のみを重機で除去した後､手作業によって掘

り下げを行い､表土直下での遺構の検出 ･精査を行

った｡その結果､ 2区南東部にアカホヤ火山灰 (Ⅲ

層)上の黒色土 (Ⅱ層)が僅かに堆積していたもの

の､調査区の殆どが耕作によって黒色土が削平され

ている状態であった｡従って､一部の遺構を除き殆

どの遺構検出は､アカホヤ火山灰 (Ⅲ層)上面で行

った｡検出された遺構は､弥生時代終末期の竪穴住

居 (1軒)､中世から近世にかけての多数の柱穴と

掘立柱建物 (26棟)､帯状遺構 (20条以上)､道路状

遺構 (1条)､土坑 (24基)､土壌 (2基)､石組遺

構 (1基)である｡出土遺物は､弥生土器､石庖丁､

鉄鋸､砥石､磨石､土師器､青磁､白磁､国内産陶

磁器等である｡なお､手作業による掘り下げを行っ

た表土中からも中世～近世にかけての多数の陶磁器

類が採集された｡

第二次調査 (平成14年12月12日～平成15年5月9日)

では､4区 (東側1/3)と5区の4,900m2を対象に調

査を行った｡まず5区北側3分の2を対象に､アカ

ホヤ火山灰面 (Ⅲ層)で遺構を確認し調査を行った｡

残りの3分の1で､現代の耕作土を剥がし､道路状

遺構と考えられる硬化面を精査した後､アカホヤ火

山灰面 (Ⅲ層)での遺構確認を行い調査を進めた｡

その結果､検出された道路状遺構は､近代のもので

あることが確認された｡5区終了後､4区の調査を

進めた｡ 4区においては､アカホヤ火山灰面 (Ⅲ層)

で遺構を確認した後､褐色ローム (Va層)から下

の旧石器時代の調査を行った｡実際の調査ではグリ

ッド法による50%調査を基本として､必要に応じて

調査範囲を広げていった｡その結果､明暗褐色ロー

ム (Vb層)と褐色ローム (Ⅷ層)で剥片が出土し

たが､出土状況は疎らであり､遺構については検出

されなかった｡検出した遺構は､中世から近世にか

けての溝状遺構 (10条以上)である｡溝状遺構は､

いずれも耕作に伴う削平により遺存状況が悪く､出

土遺物も極めて少なかった｡また､一次調査で検出

された柱穴や掘立柱建物に係わる遺構 ･遺物は確認

できなかった｡出土遺物は､台形石器､彫器､剥片､

石鋲等数点と疎である｡

第三次調査区は､第一次調査区と第二次調査区と

の問に位置する｡第三次調査 (平成15年6月23日～

平成15年12月12日)では､3区と4区 (西側2/3)

の4,300m2を対象に調査を行った｡第一次調査の結

果から柱穴の分布と陶磁器類の出土が予想された｡

そこで､重機による表土除去は､地山から5-7cm

程度表土を残した状態に留め､その後は､人力によ

って掘り下げを行った｡出土した遺物は､グリッド

一括で取り上げた｡検出された遺構は､弥生時代終

末期の周溝状遺構 (1基)､3区全域と4区の北側

で中世から近世にかけての多数の柱穴と掘立柱建物

(26棟)､溝状遺構 (20条以上)､通路状遺構 (2条)､

土坑 (6基)､土壌 (1基)である｡出土遺物は､

弥生土器､石庖丁､土師器､青磁､白磁､国内産陶

磁器等である｡

遺跡全体で検出された遺構は､弥生時代終末期の

竪穴住居 (1軒)と周溝状遺構 (1基)､中世から

近世にかけての区画溝 (16)､溝状遺構 (30条)､掘

立柱建物 (52棟)､土坑 (28基)､土壌 (3基)､道

路状遺構 (3条)､石組遺構 (1基)である｡

なお､グリッドの配置は第6図を参照されたい｡

-6-











I

.

.

:
..
.
.
.
I.I
..:
.1,I,
..'1.
:,..IT
..1T.
.,

I:,.,:

..I.''.
'-.:.
...

.A

F

..
'
'..1:...
I,:.I,
..
...:.:.=1.
:'

..I.I-,.:;'.I..'.A:
/:..i.
.I..I..T......I'..
.:.:..:/;,..,.

.I
F

=郡

沌

Ⅷ

付

甘

廿

烏

･≠井

丑

訂

川
且

冊

丹

若

'

感

,･rJ'
/
.I:
蕗

.:m

f

:｡

.
I
.4
'.:'')
:
.I;･･]
'1t
''{･/
'.;,I.:.:.･:

第2節 基本層序
前ノ田村上第 1遺跡における基本層序は次のとお

りである｡基本層序のうち､Ⅲ層以上は3区北壁か

ら､Ⅳ層以下は4区東壁から記録した｡なお､Ⅱ層

については､調査区の多くが削平によって確認でき

なかった｡

Ⅰ 層 :表土

Ⅱ 層 :黒色土 【HuelOYR1.7/1】

しまり､粘性共に非常に弱く､径 1mm以

下の白色粒を極少量含む｡

Ⅲ 層 :黄橿色火山灰 :K-Ah【HuelOYR6/8】

鬼界カルデラ起源のアカホヤ火山灰堆積

層｡

Ⅳ 層 :黒褐色ローム:MB0【Hue5YR3/1】

ふわふわとして粘性無し｡

Va層 :黒褐色ローム:ML1【Hue7.5YR3/1】

しまりがあり､粘性無し｡

Vb層 :明暗褐色ローム:MLl

【Hue7.5YR3/4】しまりがあり､さら

さらとして粘性無し｡

Ⅵ 層 :小林軽石 :Kr-Kb【Hue7.5YR4/3】

褐灰色の固結したブロックが散在し､そ

の中に檀色粒 (小林軽石粒)を僅かに含

む｡

Ⅶ 層 :暗赤褐色ローム:MBl【Hue5YR3/2】
極暗赤褐の固まりが全体に斑点状にみら

れる｡全体に3-5111m大の小石粒を含み

谷部や落ち込み部分の地形にのみ堆積し

ている｡粘性は強い｡

Ⅷ 層 :褐色ローム:ML2【Hue7.5YR4/6】

褐色ロームと姶良 ･Tn火山灰とが混じ

り合う｡粘性無し｡

Ⅸa層 :姶良Tn:AT【Hue7.5YR5/6】

姶良･Tn火山灰の二次的な堆積層で､

しまりがなくさくさくとしている｡

Ⅸb層 :姶良Tn:AT【Hue7.5YR6/6】

姶良Tn火山灰の一次堆積で､しまりが

ある｡

Ⅹ層 :礁層
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第3節 旧石器時代～縄文時代早期の調査

1 旧石器時代の調査

【調査方法と概要】

確認調査で遺物の確認された箇所を中心に順次拡

張して調査を実施した｡最終的には､4区の東部分

と5区を合わせ395m2の調査を行った｡その結果､

喋 ･石器はEIOグリッド周辺のⅧ層を中心に包含さ

れており､一部Ⅴ層中にまで上下動していた｡

【出土疎】

疎は､EIOグリッド周辺に石器分布と重複して

第 1表 後期旧石器時代の石材別の動き

石材 器種組成･点数

21点出土した｡礁石材は全て尾輪山酸性岩類であり､

疎の多くは完形かつ赤化した亜円疎であった (12点､

57%)｡

【出土石器】

台形石器 ･彫器 ･二次加工ある剥片 ･剥片で構成

される｡積極的な剥片剥離のうかがえる資料は少な

く大半は製品 ･剥片での持ち込み､あるいは剥片へ

の若干の加工にとどまっている｡石核の出土はない｡

接合 剥片剥離技術

頁岩製石器群(撤密なもの) 彫器1･二次加工ある剥片2･剥片7 彫器+彫面作出剥片 剥片持ち込み後､若干の石器製作等

頁石製石器群(租質なもの) 剥片2

ホルンフェルス製石器群 剥片2

剥片9

桑ノ木津留産黒曜石製石器群 台形石器 1(透明度高い)

剥片9(不純物含む)

剥片2(不純物含み､縞模様あり)

二次加工ある剥片の折れ面接合

剥片2点の剥離接合 若干の剥片剥離か?

剥片2点の折れ面接合 剥片の持ち込みか?

なし

製品持ち込み

剥片剥離

剥片剥離

･折れ面接合 折れ面どうしの接合 ･剥離接合 剥片剥離による剥離面どうしの接合
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第7図 旧石器時代の磯 ･石器分布図 (S-1/300)
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第 2表 旧石器時代磯･石器観察表
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仰

448

5-1
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637

9-6

5-4

222

248

212

1-0

2-
鞄号凡例 GR 彫器 T 台形石器 S 掻器 RF 二次加工ある剥片 P 襟

sh 頁岩 ob 黒曜石 Ch チ†-ト Os 尾輪山酸性岩芙頁 Hf ホルンフェルス

2 縄文時代早期の調査

調査方法は､旧石器時代の調査と同様の方法で実

施し､Va層中より遺物のみ出土した｡遺構は確認

されなかった｡

遺物は石怠族2点 ･剥片 1点で､E･Fグリッドで

出土している｡石鋲はすべて打製｡7は玉髄製｡い

わゆる帖地型である｡8はチャート製で､先端をわ

ずかに欠損する｡

第3表 縄文時代早期の遺物観察表
No 汗記 Gr 屈 器種 石材 X座標 Y座標 Z

7 28F1012 Va下 石王族 玉髄 -90281_648 46746680
8 19E10-1 Va中 石鍍 チャ- ト ー90283.685 46750208
21FIOイ Va中 剥片 頁岩 -90285.971 46743052

凸 8

<==>

P . 1 .-⊥ 茸

第 9図 縄文時代早期の遺物実測図



第4節 弥生時代の遺構と遺物
竪穴住居 1軒と周溝状遺構 1基が検出された｡こ

のうち住居内からは､聾､壷､鉢､高杯､器台等の

弥生土器や砥石､磨石､台石といった石器類､さら

に鉄器としては鉄鋲が出土した｡その他調査区内よ

り未製品の石庖丁､磨製の石剣状石器が出土した｡

1 竪穴住居 (SA)

SAつ (第11図)

【規模】

SAlは､一辺4mの隅丸方形プランであるが､

西側と南側に幅0.8m､長さ1.8mの張り出し部を有

する｡また､住居床面には高さ0.1m前後の段差が

北側と西側に見られ､ベッド状の高まりを呈してい

る｡住居主軸はN-50-Eで､床面積は19.0m2で､

その内ベッド状部分の面積は9.8m2である｡

【埋土の状況】

竪穴部埋土は(丑～⑲層であり､⑧層を掘り下げた

あたりから､住居に伴う建築部材と考えられる炭化

材が検出された｡炭化材や焼土の粒を含む(砂層や⑨

層は住居の焼失時に堆積した可能性がある｡⑲層は

貼床の土である｡

埋土の堆積状況は､焼失に伴う⑧層､⑨層の堆積

以後住居中央部は大きく窪んだままであり⑦～①層

が順に自然堆積していったことが読み取れる｡

【柱穴】

主柱穴は4本で､ベッド状遺構に囲まれた内側で

確認された｡柱掘方は貼床抜去後に検出された｡柱

掘方の長径 (cm)､短径 (cm)は､P1(36×44)､

P2(30×26)､P3(22×20)､P4(22×22)で

ある｡柱穴の掘方は深さがおよそ0.5mを測る｡柱

穴埋土は､全体的に1-2cm角の炭化物を多く含み､

他の柱穴とは様相が異なる｡

地山掘削の時点で柱穴を掘り柱を立て､貼床を張

る時に柱の周囲もB]めたのではないかと推測される｡

その他､住居壁面近くには､径10cm前後の小さな

柱穴が四壁を一周するように検出された｡深さは

5-8cmを測るが､規則的な配置は兄い出し難い｡

おそらく主柱穴の補助的な柱としての可能性が考え

られる｡

㌔-Jrー 曲

sA1

■‖相川川■一

第10図 弥生時代遺構配置図 (S-1/1.000)
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① :黒色土 (Hue7.5YR2/1)｡きめ細かくてさらさらとしておりやや粘性をもっ｡
(参:黒褐色土 (HuelOYR2/2)｡土の質は(Dとほぼ同じであるが､やや黒味が弱い｡

③ :黒褐色土 (HuelOYR2/2)に焼土 (明褐色土 Hue75YR5/6)を全体に粒状に含む｡

④ :黒色土 (HuelOYR1.7/1)｡きめ細かくやや粘性をもつ｡①､②層と比べてきめ細かくややしまっている｡黒味が強い｡Ah粒 (直径
1mm程)を僅かに含む｡

⑤ :黒色土 (HuelOYR1.7/1)～黒褐色土 (HuelOYR3/1)｡きめ細かいが粘性はあまり無く､パサバサとしている｡Ah粒を少量含む｡
(参:色は④と同一｡ややきめが粗く粘性も強い｡

⑦ :黒色土 (HuelOYR1.7/1)｡埋土中最も色が黒い｡非常にきめ細かくさらさらとしており､やや粘性をもつ｡

⑧ :黒褐色土 (HuelOYR3/2)0Ahブロック (1-2cm角)や粒､にぷい黄褐色土 (HuelOYR4/2)の粒などが混じり合った状態で入っ
ている｡きめはやや粗く粘性も低いがその割にはよくしまっている｡

(勤:土色や土の混じり具合は⑧と同じ｡⑧よりきめが粗くしまりもなくポロポロとしている｡

⑩ :[貼床]黒褐色土 (HuelOYR2/3)固くしまっており､Ah粒を少量含む｡

a:黒褐色土 (HuelOYR2/2)きめ細かくよくしまっており､やや粘性をもつ｡Ahフロック (1-2cm角)を少量含む｡

b:黒褐色土 (HuelOYR2/2)に暗褐色土 (HuelOYR3/5)がきめ細かくてよくしまっており､粘性も高い｡

第11図 SAl実測図 (S-1/50)

【床面】 ものの､南部から東部にかけて､緩やかに高低差が

床面は硬く締まり､5-15cm程度の貼床が認めら 無くなる｡

れる｡焼土の広がりや炉は検出していない｡また､ 貼床を抜去すると､住居掘方が検出できた｡地山

ベッド状の高まりが北部や西部では明瞭に見られる はかなり凹凸をもって掘削されていた｡

-16-



第12図 SAl床直上の遺物出土状況 (S-1/50)

【出土状況】(第12図)

遺物は､特に土器が①層上面から出土した｡それ

より下層から床面直上にかけてはどの層からも満遍

なく出土した｡特に北東部に集中し､南部にかけて

密度を薄くする状態であった｡

床面直上の⑧層には､屋根材 (垂木)と思われる

炭化材が床面一面に広がって遺存していた｡炭化材

やそれを含んだ土を取り除くと床面直上の遺物が出

土した｡

また､中央やや東寄りに土坑 (0.8mX0.7m)が

1基検出され､中からは4点の磨石が出土した｡

さらに､中央やや南東部から赤色顔料 (酸化第二

秩)の微細な粒がおよそ1m四方の範囲で散在して

いることが確認された｡

【出土遺物】

(1)床面直上の遺物 (第12-14図)

①弥生土器

嚢 (第13図9)

9は窯で､分散せずに破片がまとまって出土した｡

外面は､斜め方向の-ケメの後ナデが施されている｡

底部は平底をわずかに残す丸底で､胴部全体にスス

の付着が見られる｡特に胴部上方には濃いススの付

着が確認される｡

壷 (第13図10-15)

10は短頭壷で､胴部上から頚部にかけて､外面､

内面ともに指押えにより成形されており､胴部はナ

デが施されている｡特に外面の胴部は丁寧なナデに

よる調整が施されている｡11は短要員壷で､外面に縦､

斜方向のナデが施されており全体的にススが付着し

ている｡内面は横､斜め方向に工具によりナデが施

されている｡12は無頚壷で､底部を上に向け伏せた

状態のはば完形で出土した｡外面は工具によるナデ

が施され､底部は丸底である｡13は､小型の壷の口

縁部である｡14は丸底の壷で､ほとんどが床面直上

-17-
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第13図 SAl床直上出土遺物実測図 (1)
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第14図 SAl床直上出土遺物実測図 (2)

出土遺物間で接合されたが､一部⑤層から⑧層中の

出土遺物とも接合が見られた｡底部内面に赤色顔料

(酸化第二鉄)が僅かに付着している｡なお､この

小型壷の接合前の小片は､ほとんどが住居床面の赤

色顔料集中箇所より北に0.4111以内の地点から出土

した｡従って､出土状況から赤色顔料 (酸化第二鉄)

を入れていた容器としての使用が想定される｡15は､

外面を工具による縦方向のナデが施され､筋状にな

っている｡胴部には濃いススが付着している｡底部

は平底である｡

②石器 (第13図16-21､第14図22-23)

16は中央やや西側部から､17は南西隅から出土し

た両端扶り入り石庖丁である｡共に石材は､貢岩で

ある｡16は､両端扶りを施しているが､扶りの上部

に両端とも一部欠損が見られる｡背部は平坦状に研

磨を施し､刃部は鋭く丁寧に研磨を施す｡17は､平

面形態は長方形に近く､背部は舌状に丁寧な研磨を

施し､刃部は鋭く丁寧な研磨を施す｡挟りは表と裏

くここフ
⊂)

0 5cm
卜｢ .-.一丁-T T=∃

から丁寧に角が削り取られている｡

18､19､20､21は磨石である｡これらは土坑の埋

土中からやや浮いた状態で出土した｡全て凝灰岩の

扇平な円楳状である｡22は台石で､東側南部に出土

した｡一辺0.35mの隅丸三角形で石材は砂岩である｡

23は砥石で､東側北部に出土した｡ややいびつな直

方体で4面を研磨面として使用している｡石材は砂

岩である｡

③鉄器 (第14図24)

24は鉄鋲で､西側のベッド状部分から出土した｡

三角形鋸で鍍身部が柳葉形に近い｡鍍茎部には繊維

がらせん状に巻き付けられた痕跡が良好に残る｡毒族

身部にも繊維質の付着が全体に確認される｡

④炭化材等

㈱古環境研究所による樹種同定､放射性炭素年代

測定､植物珪酸体分析を行った｡その結果､SA1

床面から採取された炭化材は､ツブラジイ (8)､

シイ属 (4)､サカキ (1)､ヤマガキ (1)と同定
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された｡放射性炭素年代測定の結果は､1820±40B

P､1890±50BP､1900±50BPの年代値が得られた｡

これらの値は､同遺構の年代が弥生時代後期とする

考古学的所見と整合している｡なお､試料のサンプ

リング地点は第11図を参照されたい｡

植物珪酸体分析は､貼床土とSAl出土の石庖丁

(16)を試料として行った｡貼床土では､メダケ節

型やネザサ節型が多量に検出され､ ミヤコザサ節型

も比較的多く検出された｡また､キビ属､ススキ属

方､ウシクサ族Aなども検出された｡以上のことか

ら､SAlの貼床土の堆積当時は､メダケ属などの

竹笹類を主体としてススキ属やチガヤ属なども見ら

れるイネ科植生であったと考えられる｡石庖丁 (16)

については､刃部の顕微鏡観察で微細な使用痕跡が

認められたため､これらを中心に刃部全面について

詳細な観察を行った｡その結果､捕獲されたと考え

られる植物珪酸体は認められなかった｡

(2)埋土中からの遺物 (第15･16･17図)

(D弥生土器

嚢 (第15図25-35､第16図36-55)

25-55は蓬である｡25-30は､口唇部が舌状に薄

く尖り､口縁部形態が緩やかに ｢く｣字状に外反す

る｡31は､底部が小さな平底で胴部最大径をくびれ

部直下にもっ｡32は､口縁部形態は緩やかに ｢く｣

字状に外反するが､口唇部にナデが施されており平

面状を呈する｡33､34､35は､口縁部形態は緩やか

に ｢く｣字状に外反し､35が胴部最大径をくびれ部

直下にもち､口縁部径と胴部最大径がほぼ等しいの

に対して､33､34は胴部最大径を胴部中央部にもち､

胴部最大径が口縁部径を上回っている｡さらに34の

場合は､断面器厚が他の嚢と比べて薄い｡36は､口

縁部が僅かに外反する｡37は､口縁部が指押えによ

るあらい調整のため､ややいびつな形状を呈してい

る｡口唇部はナデが施されており平面状を呈してい

る｡38は､平底で外面をナデ調整､内面は斜め方向

からの-ケメ調整が施されている｡39､40､41は､

小型の窯である｡39､40は､外面の胴部上部から口

縁部にかけて指押えによる粗い調整が施されている｡

平底である｡39は､底部がやや張り出しており､口

縁部断面幅が肉厚である｡42は丸底状の平底｡43は

内外面ともにナデ調整が施されている｡44-47は､

口唇部が舌状に尖っている｡48-50は､口唇部が平

面状を呈している｡51-55は胴部片であるが､53-

55は､外面にタタキ調整が施されている｡

壷 (第16図56-59､第17図60-67)

56-67は､壷である｡56､57は頚部径が小さくや

や長めの外反する口縁郡をもっ｡56は､一度上に延

びてから外反する口縁部をもっ｡58は､斜格子目の

突帯が付いている｡59は､頚部に幅広の突帯を貼り

付け箆状工具により刻目を施している｡内外面とも

に-ケメ調整が施されている｡内面の肩部の調整は

粗く粘土の継ぎ目が確認できる｡60､61､62､63､

64は､複合口縁壷である｡60は､複合口縁部外面に

櫛描波状文が施され､≡項部下部に刻目突帯をもつ｡

61は､複合口縁部外面に櫛描波状文が施され大きく

内傾する｡62と63は複合口縁部外面に櫛描波状文が

施されやや内湾ぎみに立ち上がる｡64は､複合口縁

部は剥離による欠損のため大きく外反するロ縁部の

みであり､内外面に-ケメ調整が施されている｡65

と66は無類壷である｡66の口縁部には櫛描波状文が

施されている｡67は､丸底の壷である｡

鉢 (第17図68-75)

68-75は､鉢である｡68と69は浅鉢｡68の休部に

は縦方向の箆磨きが施されている｡69は､底部が平

底である｡70-75は深鉢である｡71-73は平底｡75

の底部は､尖底である｡

高杯 (第17図76)

76は高杯の杯部で､一度屈曲し､外反しながら立

ち上がる｡

器台 (第17図77-78)

77と78は器台の脚裾部である｡78は､柱部から裾

部にかけて数個の円形透かしが施されているが､規

則性はない｡

②石器 (第17図79-83)

79は石庖丁で､両端扶りがあり床面から浮いた状

態で出土した｡粗い調整後に研磨を施し成形を施し

ていると推察される｡刃部は､丁寧な研磨を施す｡

80は､頁岩製の砥石である｡現状では2面の研磨面

をもっているが斜め方向への割れによって本来の形
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第15図 SAl埋土出土遺物実測図 (1)
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状を留めていない｡81は､砂岩製の砥石である｡自

然疎を加工せずに砥石に転用したと考えられる｡82､

83は､軽石である｡数条の削痕が確認される｡

③微細遺物等 (図18図､第4表)

微細な遺物の検出を行うためにフローテーション

法による土洗浄を行った｡具体的には､床面直上の

遺物取り上げ後､東西南北方向に軸線を設定し､第

18図に示したとおり､時計回りに全体を1-4区の

4区画に分割し､さらにそれぞれの区をA-Dまた

はEに分割した｡一辺 1-1.5m四方を単位にして

全体を16分割して床面直上の埋土を採集し､その区

ごとに洗浄を行った｡

結果は､第4表のとおりである｡なお､炭化材の

中には､形状から判断して炭化種子と思われるもの

も僅かに含まれているが､現在のところ明らかには

できていない｡

4区 D号 .区AD A

E C B C B

㌧ D A D A /

C3区 B C BE 2区

第18図 SAlフローテーション法土洗浄用区割

第 4表 SAlフローテーション法土洗浄結果
蒜＼､ヱ 1A 1B 1C 1D 2C 2D 2E 3A 3B 3C 3D 4A 4B 4C 4D 4∈±坑 合計
炭化物 1.1 3.6 18.1 10.2 4.1 4.3 0.7 14.4 6.6 1.3 17.1 3.8 18.8 1.1 2.1 1.2 8 116.5

石砕斤 0.4 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.2 0.1 0.2 2.3
金属? 0_2 0_2 0.2 0ー3 LH 0_1 0_1 0.2 0.2 0_3 0_2 0ー1 0.1 0_3 0.1 2ー7

ベンガラ 0.1 0.2 0.1 0ー4

2 周溝状遺構 (SL)

SLl (第19図)

【規模】

SLlの中軸線はほぼ東西南北方向を向いている｡

溝が方形に全周する遺構でコーナー部は隅丸を呈す｡

規模は南北､東西軸長ともに4.9mを測る｡周溝の

内側台状部は､南北軸長3.7m､東西軸長3.9mを測

る｡周溝南西部隅の外側は一部肖り平されていた｡ま

た､東側全体はSE42によって切られている｡溝幅

は0.6-0.8mを測り､断面長方形で検出面自体がア

カホヤ面であるためか､深さ約0.1-0.2mとやや浅

い｡

【遺構内施設等】

柱穴は､周港内北西隅の溝底面に1基確認された｡

直径0.2m､深さ0.24mで検出面上に周溝の埋土に

含まれる弥生土器が出土しており､周溝と同時期か

周溝よりも古いことが考えられる｡従って周溝状遺

構に伴う柱穴かどうかは不明である｡

その他､周溝の内側台状部に多数柱穴が検出され

たが､柱穴の並びや埋土の状況から中世及び近世と

判断され､周帯状遺構に伴う建物として兄いだすこ

とはできなかった｡

【出土状況】(第20図)

検出面がアカホヤ層で､周溝の深さは最も深いと

ころで0.2mであり､出土遺物のほとんどが､床面

付近を中心としてほぼまとまって出土した｡器種は､

弥生土器の高杯､壷､塞､鉢が挙げられる｡

北東部コーナーに石庖丁 (96)が出土している｡

南西部コーナーに高杯の脚部 (95)が出土し､南

西部から南部にかけて高杯の杯部 (94)の小片が出

土している｡高杯以外に他器種の土器が付近からは

出土していないことから考えると同一個体の可能性

が高い｡

北西部コーナーと南東部コーナーには､壷､蛮類

が出土している｡

【出土遺物】(第20図)

(D弥生土器

蜜 (第20図84-88)

84-88は窯である｡84と85は､口縁部が緩やかに

｢く｣字状に外反している｡84は､内面に斜め方向
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の-ケメ調整が施してある｡87と88の外面に箆磨き

が施してある｡

壷 (第20図89-91)

89､90､91は壷である｡89は､頚部径が小さく直

行気味にやや外傾する口縁である｡90は､刻目貼付

突帯をもっ｡91は､底部は丸底で内面は工具による

斜め方向の丁寧なナデが施されている｡

鉢(第20図92-93)

92は､底部がやや尖底ぎみの深鉢である｡93は､

底部が張り出しをもつ平底の深鉢である｡

高杯 (第20図94-95)

94は､高杯の杯部である｡屈曲点はあるが緩やか

に外反する士不部形態である｡内面には箆磨きが施し

てあり､休部と口縁部の境に一本の沈緑と口縁部に

沈線が施されている｡95は､高杯の脚部である｡脚

※SLlと併存もしくは､

それ以前の柱穴について

は､下場も表現し､SL
lを切っている柱穴につ

いては上場のみを表現し

た｡

部の柱部のみの出土である｡直立気味ながら裾部に

向かってわずかに開く形状だと考えられる｡

②石器 (第20図96)

96は石庖丁で､両端に決りがある｡平面形態は長

方形に近い｡背部は簡単な研磨を施し､刃部は丁寧

な研磨を施す｡

③炭化種子等

周溝を南北軸と東西軸とで4区に区切り区毎に床

直の埋土を採取してフローテーション法土洗浄作業

を行った｡その結果炭化種子等が検出された｡(秩)

古環境研究所に依頼して炭化種実同定を行った結果､

炭化米では､イネ5(2:3区､3:4区)が同定

され､炭化種子ではアワ3 (4区)､イネ科 1 (3

区)､タデ属 1(4区)が同定された｡その他自家

同定を行った結果､新たにイネ26(22:1区､1:

0 2

① :黒色土 (N2/0)｡しまり､粘性共にやや強い｡径1-5mmのアカホヤ粒を少し含む｡径1-2mmの炭化物をやや含む｡

第19図 SLl実測図 (S-1/50)
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第21図 弥生時代調査区内出土遺物実測図

2区､3:4区)､コムギ1(1区)､アワ3(4区) 石庖丁だと判断した｡いずれも石材は貢岩である｡

が同定された｡

3 調査区内出土遺物 (第21図97-101)

97､98､99､100は､刃部らしさものは確認され

るが､製品としての完成度が低いことから未製品の

101は､頁岩製の磨製の石剣状石器である｡裏表

ともに中央に稜をもち丁寧な研磨が施され､左右に

刃部が形成されている｡上部と下部とが欠損してい

るが､形状から石剣状の石器であることが想定され

る｡石材は､頁岩 (緑色)である｡
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第5表 弥生土器観察表(1)

番号 種 別 出土地点 器 種部 位 法王(cm) 色 調 胎土の特徴 備 考口径 底径 韓高 外 面 内 面 外 面 内 面

9 弥生土器 SA1 EE口綾部-胴部 ハケメ後ナデ､濃いスス ナデ､工具によるナテ にぷい褐 灰褐

10 弥生土器 SA1 三三口緑郡-胴部 (15.4) ナデ､黒斑 ナデ､指押え にぷい董橿 暗灰黄 褐灰色粒Q

ll 弥生土器 SA1 E2R縁部-胴部 (22.2) ナデ､スス ナデ 黒褐 にぷい橿 (多)○

12 弥生土器 SA1 EEほぼ完形 9_4 13_8 工具ナデ､スス､黒斑 ナデ にぷい黄棲 にぷい黄

13 弥生土器 SA1 ∃ヨR縁部-頚部 (7.8) ナデ､黒斑 ナデ にぷい藁褐 黒褐 (多)O

14 弥生土器 SA1 三三胴部-底部 工具ナデ､スス 工具ナデ､黒斑 明赤褐 灰黄褐 二鉄)付着

15 弥生土器 SA1 EE胴部-底部 5.05 工具ナデ､スス 工具痕 に/S;い赤褐 黒褐

25 弥生土器 SA1 塗口縁郡～胴部 (34.4) ナデ､指押え ナデ､工具ナデ 檀 檀

26 弥生土器 SA1 塗口縁部～胴部 (21.8) ナデ､ユビオサ工 ナデ にぷい黄撞 檀 色粒(少).

27 弥生土器 SA1 塗口縁部～軍部 (17.0) ナデ ナデ に/Sこい黄橿 にぷい責橿 (多)○

28 弥生土器 SA1 碧口縁部～望頁部 (15.6) ナデ､指押え ナデ にぷい橿 にぷい褐

29 弥生土器 SA1 塗口緑郡～底部 (15.8) ナデ､才旨押え､スス ナデ､指押え にぷい褐 明赤褐

30 弥生土器 SA1 塗口縁部～胴部 (19.2) ナデ､スス ナデ､黒班 にぷい檀 にぷい童櫨

31 弥生土器 SA1 塗R縁部-胴部 (1.7) ハケメ後ナデ ナデ に′Sこい赤福 赤福

32 弥生土器 SA1 塗口縁部～胴部 (16.4) ナデ､スス ナデ､黒斑 に′S小 童褐 にぷい童褐 粒(少)○

33 弥生土器 SA1 塗口綾部～胴部 (18.2) ナデ､スス ナデ にぷい棲 にぷい檀 (多)○

34 弥生土器 SA1 塗口縁部～胴部 (32.0) ナデ､指押え､スス ナデ に′Sい 赤褐 赤褐 下の乳白色粒○

35 弥生土器 SA1 塗口縁部～底部 (31.2) 4.4 29.25 ナデ､黒斑 ナデ､黒斑 にぷい檀 にぷい檀 沢粒(多)○

36 弥生土器 SA1 塗口縁部-胴部 工具ナデ､黒覇王 ナデ､工具痕 にぷい藁褐 にぷい黄褐

37 弥生土器 SA1 塗口縁部～頚部 (19.3) ナデ､指押え ナデ､指押え にぷい童橿 にぷい黄棲 (少)○

38 弥生土器 SA1 嚢胴部～底部 4.1 ナデ､工具ナデ､スス ハケメ､ナデ､工具痕 にぷい黄橿 にぷい黄橿 の粒o

39 弥生土器 SA1 塗口縁部～胴部 ll.3 3.4 12.4 ナデ､指押え､黒斑 ナデ､工具痕 にぷい黄橿 にぷい黄橿 小型の垂

40 弥生土器 SA1 塗口縁部-底部 12.2 2.1 ll.2 ナデ､事旨押え､黒斑 ナデ､指押え にぷい貴様 にぷい黄棲 小型の空

41 弥生土器 SA1 塗口縁部～胴部 (10.8) ナデ､工具痕､黒変 ナデ に′Sこい黄褐 にぷい黄褐 (少)○ 小型の窪

42 弥生土器 SA1 塗胴部～底部 2.1 ナデ､指押え ナデ にぷい褐 にぷい黄褐 (多).,

43 弥生土器 SA1 碧胴部 ナデ ナデ 灰責褐 にぷい褐

44 弥生土器 SA1 塗口縁部～胴部 ナデ､指押え､スス ナデ､指押え 浅黄橿 にぷい褐 粒○

45 弥生土器 SA1 璽口縁部～胴部 ナデ 風化著しく不明 浅黄檀 にぷい責櫨

46 弥生土器 SA1 塗口綾部 ナデ､指押え､黒斑 ナデ､指押え 黒 にぷい黄橿

47 弥生土器 SA1 塗口綾部 ナデ ナデ にぷい董棲 にぷい黄棲 粒○

48 弥生土器 SA1 塗口綾部～胴部 ナデ､指押え､黒斑 ナデ､黒斑 暗灰 にぷい褐

49 弥生土器 SA1 塗口縁部 ナデ､黒斑 ナデ､黒斑 黒褐 黒褐

50 弥生土器 SA1 塗口縁部 ナデ､指押え､スス ナデ､黒斑 にぷい黄棲 にぷい黄棲

51 弥生土器 SA1 塗胴部 夕夕羊､スス ナデ にぷい褐 にぷい黄棲

52 弥生土器 SA1 碧胴部 ナデ､黒班 ナデ､黒班 黒褐 黒褐 粒(多)○
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第6表 弥生土器観察表(2)

番号 種 別 出土地点 器 種部 位 法王(cm) 色 調 脇士の特徴 備 考口径 底径 器高 外 面 内 面 外 面 内 面

54 弥生土器 SA1 塗胴部 夕夕辛､黒斑 ハヶメ(風化著しい) 浅黄 檀

55 弥生土器 SA1 塗胴部 夕夕キ 風化著しい にぷい黄 檀

56 弥生土器 SA1 EE口縁部-頚部 ナチ ナデ 檀 橿 の粒(多)○

57 弥生土器 SA1 EE口綾部 (10ー6) ナデ ナデ 明褐 にぷい黄褐

58 弥生土器 SA1 EE頚部 ナデ､刻み目貼付突帯 ナデ 浅黄橿 浅黄橿 粒o

59 弥生土器 SA1 EE頚部-胴部 ハケメ､ナデ､刻目を伴う貼付突帯､スス ハケメ､指押え 檀 にぷい黄橿 粒○

60 弥生土器 SA1 EE口縁部-胴部 ナデ､刻み目貼付突帯 ナデ にぷい董橿 にぷい黄橿 複合口縁壷

61 弥生土器 SA1 口議部 (13.8) 櫛描波状文､ナデ､黒斑 ナデ､黒斑 浅黄棲 浅黄権 複合口綾壷

62 弥生土器 SA1 EE口緑部 櫛描波状文､ナデ ナデ 檀 浅黄橿 樺色粒(多)○ 複合口緑壷

63 弥生土器 SA1 EE口縁部-頚部 (15.7) 櫛描波状文､刻目突帯､ナデ ナデ にぷい橿 にぷい黄橿 (少)○ 複合口緑壷

64 弥生土器 SA1 EE聖頁部 (14.6) ナデ ハケメ､黒斑 浅黄橿 淡黄 (多)○ 複合口緑壷

65 弥生土器 SA1 雪空肩部 ナデ ナデ､指押え 浅黄檀 灰黄

66 弥生土器 SA1 EE口縁部-胴部 (ll.6) 櫛描波状文､ナデ 剥離(風化著しい) に′Sい 責檀 にぷい黄檀

67 弥生土器 SA1 EE胴部-底部 工具でナデた後指ナデ ナデ 灰責褐 にぷい黄褐

68 弥生土器 SA1 鉢口綾部～胴部 (22.8) ヘラミガ辛､黒斑 ヘラミガキ にぷい重機 にぷい黄橿

69 弥生土器 SA1 鉢口綾部～胴部 (4.7) ナデ､黒斑 ナデ にぷい董橿 にぷい黄櫨

70 弥生土器 SA1 鉢口縁部 ナデ ナデ､黒斑 にぷい褐 にぷい赤褐 (多)○

71 弥生土器 SA1 鉢胴部-底部 (3.8) ナデ､指ナデ ナデ にぷい黄棲 にぷい黄棲 (倭)○

72 弥生土器 SA1 鉢胴部～底部 2.55 丁寧なナデ､黒斑 ナデ､黒斑 にノミこい黄橿 にぷい黄撞

73 弥生土器 SA1 鉢胴部～底部 (3.4) ハケメ､黒斑 ナデ､黒斑 にぷい橿 黒褐

74 弥生土器 SA1 鉢胴部～底部 (2_6) ナデ ナデ 淡童 責灰

75 弥生土器 SA1 鉢口縁部～底部 13.1 2.4 9.1 ナデ､工具痕 ナデ に′Sい 黄檀 にぷい董櫨

76 弥生土器 SA1 高林杯部(口縁) ナデ ナデ に′Sい 責橿 にぷい黄檀

77 弥生土器 SA1 器台脚福部 ナデ ナデ にぷい橿 浅黄橿 粒(多)○

78 弥生土器 SA1 器台脚裾部 裾部径(12.2) ナデ ナデ にぷい重機 にぷい英機 の粒○

84 弥生土器 SL1 塗口綾部～底部 (15.4) ナテ ナデ､ハケメ､指押え にぷい董橿 にぷい黄櫨

85 弥生土器 SL1 塗口縁部 (14.6) ナデ ナデ にぷい棲 にぷい黄橿

86 弥生土器 SL1 空胴部 夕夕キ後ナデ､黒変 ナデ 黒褐 黄灰

87 弥生土器 SL1 塗顕部～胴部 ミガ羊､黒班 ナデ にぷい黄橿 にぷい黄撞

88 弥生土器 SL1 碧胴部 ミガ辛､黒班 工具ナデ にぷい黄極 にぷい黄橿

89 弥生土器 SL1 EE聖頁部 ナデ ナデ､指押え にぷい棲 にぷい責橿 粒o

90 弥生土器 SL1 EE頚部 ナデ､刻目貼付け突帯 ナデ にぷい橿 にぷい橿

91 弥生土器 SL1 EE胴部-底部 ナデ､指押え ていねいな工具ナデ､ナデ黒斑 に′Sい 責褐 にぷい黄檀

92 弥生土器 SL1 鉢胴部-底部 3.5 ナデ 工具ナデ 檀 にぷい檀

93 弥生土器 SL1 鉢胴部～底部 5.1 ナデ､黒斑 ナデ 黒褐 暗灰黄 以下の石粒○

94 弥生土器 SL1 高 林杯 部 (28.7) ナテ にぷい棲 にぷい檀 (少)O
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第7表 弥生時代鉄製品観察表

第8表 弥生時代石器観察表
番号 器穣 出土地点 最大長 (cm) 最大幅 (cn1) 最大厚 (cm) 重量 (ど) 石材 備考

16 石庖丁 SA1床直上 4.1 8ー1 0ー7 34.6頁岩

17 石庖丁 SA1床直上 4.9 8ー8 0ー8 53.4貢芸

18 磨石 SAl床直上 ll.0 9ー1 4ー2 676.7′疑灰右

19 磨石 SA1床直上 13.5 11ー9 6ー3 1411.5凝灰岩

20 磨石 SA1床直上 7.6 7ー0 3ー4 266.5凝灰岩

21 磨石 SA1床直上 12.1 10ー5 5ー3 1040.1凝灰岩

22 台石 SA1床直上 35.7 33ー2 14ー5 25000.0砂岩

23 砥石 SA1床1盲上 32.2 14ー0 9/ 5750.0砂岩

79 石庖丁 SA1埋土 3.9 7_5 0ー7 25.0頁岩

80 砥石 SA1埋土 15.0 4_8 2_0 120.7頁岩

81 砥石 SA1埋土 14.7 9ー7 1ー2 217.5砂岩

82 ? SA1埋土 6.5 5ー9 3ー4 25.1軽石

83 ? SA1埋土 5.9 5ー6 1ー8 8.5軽石

96 石庖丁 SL1周帯 4.7 7ー6 0ー8 42.8頁岩

97 石庖丁 2区 3.6 8ー6 10ー5 51.9頁岩

98 石庖丁 IrT 5_9 10_2 1_5 93_D貢岩

99 石庖丁 2区 9.1 5ー8 十二 97.2頁岩

100 石庖丁 2区 5.4 9ー4 1ー0 75.5頁岩

101 石剣状石器 2区 8.3 4ー7 1ー3 60.8頁芸 (緑)
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第5節 中世～近世の遺構と遺物
中世から近世の遺構として確認されたものは､区

画溝16､溝状遺構57条､掘立柱建物52棟､土坑28基､

土壌3基､石組遺構 1基､道路状遺構3条である｡

区画溝､溝状遺構については､かなり時期差が見ら

れる遺物が出土しており､その時期認定は不明瞭で

ある｡

遺構内出土遺物は､土師皿､陶器､磁器､銭貨等

が出土した｡その他調査区内より銅製品 (煙管)､

銭貨､輸入陶磁器､火打ち石等が出土した｡

以下､中世から近世の遺構 ･遺物についてその内

容を報告する｡なお､中世～近世の遺構分布につい

ては第5図を参照して頂きたい｡また､遺物に関し

ては､紙幅の関係もあるため概略を紹介するに留め

る (第77-81表参照)｡

1 区画溝 (第22-29図)

検出した溝状遺構の内､L字形またはコの字形に

溝がめぐり､一定の敷地を囲むように配置している

溝を確認することができた｡

これらの溝は､比較的幅が狭く浅い｡また､軸が

ほぼ東西､南北線上にあるものが多いという特徴を

もつ｡溝が狭く浅いことから､防御的な性格を持っ

た溝というよりは､敷地を区画するための溝である

可能性が高いと考えられる｡また､ある程度一定の

軸にそって配置されていることから､当初から意図

的に溝として作られた施設であることが考えられる｡

以上のことから､溝が一定の空間を囲むように配

置されている溝については､区画溝として認定した｡

区画溝1(第22･23図)

区画溝1は1区南東部に位置し､SE29･SE30

から成る｡SE30は､SE29からするとやや方向が

振れているが､溝の形状や方向性から判断しSE29

との関連性が強いと判断し､区画溝 1を構成する溝

として認定した｡SE29は東から西に約11m延び約

800の角度で北に屈曲した後､約7m延びる｡SE

30は､SE29の延長線よりも東に1m前後軸をずら

し北方向に約8m延びて調査区外へと続く｡溝の底

面はSE29､SE30共に南から北に向かって低くな

っている｡区画内にピットは検出したが､掘立柱建

物としての並びは確定できなかった｡

SE29は上面幅0.8-1.3m､深さ0.1-0.25mで､

断面形は船底形を示す｡溝の傾斜は､内側が緩やか

で外側がやや急である｡埋土は自然堆積である｡

遺物は､近世の陶磁器小片数点のみである｡他遺

構との重複はない｡

SE30は上面幅0.8-1.3m､深さ0.31-0.4mで､

断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は緩やかである｡

埋土は自然堆積である｡遺物は中世の磁器 1点のみ

である｡他遺構との重複はない｡

区画溝2 (第22･23図)

区画溝2は2区北東部に位置し､SE15から成る｡

東側調査区壁面付近で区画溝3(SE14)との交錯

が見られるが､土層断面からは､区画溝2と区画溝

3との新旧関係は明らかにできなかった｡

SE15は､東側壁面中央やや上部から西に約30m

横断した後､約900北へ屈曲して約4m延び徐 々に

浅くなる｡溝の東端部の方向から考えて､東側調査

区外へ続いていく可能性が考えられる｡溝の底面は

東壁面付近がやや低いものの高低に一定の方向性は

無い｡上面幅0.4-1.2m､深さ0.15-0.34mで､断

面形は船底形ないし逆台形を示す｡壁面の傾斜は緩

やかである｡埋土は自然堆積である｡区画内には多

数のピットが検出されたが､掘立柱建物の並びは確

定できなかった｡遺物は中世から近世にかけての陶

磁器類の小片が僅かに出土している｡SE14と重複

するが､切り合いは不明である｡

SE15出土遺物 (第34図102､103)

102は龍泉窯系青磁椀である｡全面に施柚後外底

の軸を輪状に削り取っている｡

103は東播系の担鉢である｡

区画溝3 (第22･23図)

区画溝3は2区北東部に位置し､SE14から成る｡

SE14は北東側調査区外から途中SE15と交差しな

がら南西に約9m延びた後､西に約20m区画溝2と

並走する｡その後､約3m途切れた後再び約5m延
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びる｡溝の底面は､若干の高低差はあるものの高低

に一定の方向性は無い｡上面幅0.5-1.3m､深さ0.5

-0.27mで､断面形は逆台形を示す｡壁面の傾斜は､

緩やかである｡埋土は自然堆積である｡区画内には､

多数のピットを検出したが､掘立柱建物の並びは確

定できなかった｡遺物は､中世から近世にかけての

陶磁器の小片が僅かに出土している｡SE15と重複

するが､切り合いは不明である｡

区画溝4 (第22･23図)

区画溝4は2区北部に位置し､SE13･SE18か

ら成る｡区画溝2と5m程の間隔をおいて南側に並

走する｡南辺がSE13､西辺がSE18という構成で

ある｡SE13とSE18との間には約 2mの陸橋部が

存在する｡溝の底面は､南辺は若干の高低差はある

ものの､高低に一定の方向性は無い｡西辺は北から

南に向かって低くなる｡区画内に多数のピットを検

出したが､掘立柱建物の並びは確定できなかった｡

SE13は､東壁面付近から西に約35m延びる｡上

面幅0.6-0.8m､深さ0.04-0.36mで､断面形は船

底形ないし逆台形を示す｡壁面の傾斜は､内側､外

側共に急である｡埋土は自然堆積である｡遺物は､

中世から近世にかけての陶磁器片が出土している｡

石組遺構と重複するが､切り合いは不明である｡

SE18は､2区北部中央やや西から1区調査区へ

むけて北北西へ約13m延びる｡上面幅0.5-0.9m､

深さ0.1-0.22mで､断面形は逆台形状を示す｡溝

は浅く壁面の傾斜は､緩やかである｡埋土は自然堆

積である｡遺物は､土器小片と中世の陶磁器の小片

が僅かに出土している｡他遺構との重複はない｡

SE13出土遺物 (第34図104)

104は備前焼の措鉢である｡

SE18出土遺物 (第34図105)

105は常滑焼の嚢の口縁部である｡口縁部の断面

は二重に折り返され､N字状を描く｡

区画溝5 (第24･25図)

区画溝5は､2区南半部から3区北上部を囲むよ

うに位置し､SE3･SE7･SElから成る｡北

辺がSE3とSE7,東辺がSElという構成であ

る｡西壁面中央から東へ約50m延び約900南へ屈曲

して約35m延びる｡溝の底面は､北辺は西から東に

低く､東辺は高低に一定の方向性はない｡東辺は約

39mである｡区画内の掘立柱建物は､SB6-27で

ある｡

東辺を構成するSElについて､若干の説明を加

えたい｡SE7は検出時､平面プランから東端部内

側が南方向へ屈曲することが確認された｡このこと

から判断すると､北辺は西から東へ向けてSE3､

SE7と続き､SE7の続きが東辺を構成していた

ものと考えられる｡しかし､東辺の位置にある南北

方向に直進するSElの土層断面からは､SE7の

哩土は確認できなかった｡おそらく､SElがSE

7全体を切っていることが想定される｡そこで､S

Elは､もともとそこに存在していたであろう区画

溝5の東辺を再掘削した溝と考え､区画溝5の東辺

を構成する溝としてここで説明をすることにした｡

なお､SE2は､SE3と切り合いながら並走し

ており､出土遺物や方向から性格の似た溝だと判断

される｡また､SE6は､SE2の流れをくむもの

だと判断される｡そこで､SE2についてこの項で

説明をするとともに､SE6の出土遺物についても

触れることにする｡

SE3は､上面幅0.9-1.8m､深さ0.03-0.1m､

断面形は船底形で､埋土は自然堆積である｡壁面の

傾斜は､緩やかである｡底面は西から東に低くなっ

ている｡遺物は､土器小片と中世から近世の陶磁器

類が出土しており､特に近世後半の陶磁器が多い｡

SE3はSE2､SE5､SE6,SC9と重複す

る｡SE2を切り､SE5､SC9に切られる｡S

E6との切り合いは不明である｡

SE7は､底面が西から東に向かって急激に低く

なり､内側が両方向へ屈曲し､南北に直進するSE

lと切り合っている｡断面形は､船底形であり､埋

土は自然堆積である｡遺物は､土器小片と中世から

近世の陶磁器類が出土しており､特に近世の陶磁器

類が多い｡SElと重複し､SElに切られる｡S

E23､SGl､SG2と重複し､全てを切る｡

-翌iI-



第22図 区画溝1-4実測図 (S-1/400)
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(丑黒褐色土(
②黒褐色土(
(卦黒褐色土(
(参黒褐色土(
⑤黒褐色土(
(参黒褐色土(
(診黒褐色土(

10YR3/2)､
10YR2/2)､
10YR3/2)､
10YR2/2)､
10Y上く3/2)､
10YR2/2)､
10YR3/3)､

アカホヤ粒(¢1-2111111)が全体にプロソクを作 らない状態で混入.匿lくしまっていて粘性はない｡
アカホヤ粒(¢1-2mm)が全体に混入.ところところに¢5mm程度のアカホヤプロノクを含む.匿】くしまっていて粘性はない｡
¢2-5Tmのアカホヤ粒が全体に混入O(参に比べてアカホヤ粒の混入の密度 も高い.ややしまっていて粘性はないO
¢1-2mのアカホヤ粒を含む.ところところにシミ状にアカホヤ粒が密集 して帯状を成 している部分が見られるO半占性はないO
¢3mm程皮のアカホヤ粒が点在するOやや しまっていて粘性はない.
アカホヤ粒が部分的に密集 し5cm程度の範囲に匿は っている部分が見 られるo Lまっていて群占性はないO
¢2mm程度のアカホヤ粒が全体にまん-んなく混入｡粘性はない｡

⑧黒褐色土(10YR2/2)､アカホヤ粒が部分的に集中 して混入 している部分が5-10cm程度のノミ状に点在する.粘性はない.

(》黒褐色土(10YR3/2)に2mm桂皮のに31
穏色(10YR6/4)の粒が全体に平均的に

tHEiB
散在

しているO固 くしまっており､粘性はなく
さらさらしている｡
②黒褐色土(10YR2/2)に3mm大のにぷい黄褐
(10YR5/3)が混 じり合って散在する｡
(卦黒褐色土(10YR2/2)のほほ単色土であるO
柔らか くてわずかに粘性がある0

634m

(》黒褐色土(10YR3/2)に2mm程度のにぷい東
榎色(10YR6/4)の粒が全体に平均的に散在
しているO固 くしまっており､粘性はなく
さらさらしているO
(塾黒褐色土(10YR2/2)に3mm大のにぷい黄褐
(10YR5/3)が混 じり合って散在する｡
③黒褐色土(10YR2/2)に2mm程度のにぷい貴
校色の粒のかたまりが散在する.固 くしま
っており粘性はない｡Q)よりも粒は細かい.

(彰黒褐色土(10YR3/2)に2mm程度のにぷい黄
穏色(10YR6/4)の粒が全体に平均的に散在
している｡固 くしまっており､粘性はなく
さらさらしている｡
(診黒褐色土(10YR2/2)にわずかに細粒のアカ
ホヤ粒 と2mm程度の炭化物を含む.固 くし
まっており粘性はない｡
(卦蕪も褐色土(10YR3/2)に2mm程度のアカホヤ
粒が散在する｡匿】くしまっており粘性はな
10

聖こ吐

ーて こ = コ ｢

(彰黒褐色土(5YR3/1)で固くしまり粘性はないO
褐鉄鉱斑と思われる暗赤褐(5YR3/4)鉄分硬
化物が上か ら下にかけて広がっている｡ ア
カホヤ粒をわずかに含む｡

①黒褐色土(75YR3/1)にところどころ¢8-
1cm大のアカホヤブロ ックが混入 しているO
弱い半占性があるo
②黒褐色土(5YR2/1)に満の底と思われるにぷ
い黄褐土(10YR5/3)が1-5clJL大のプロ ノク
状で混入 しているO

①黒色土(75YR2/1)の粒の細かい土である｡上部に
5-10cm程度褐鉄鉱のため赤褐色に変色 している
部分が見 られる｡粘性はなくさらさらとした感 じ
である.
(診黒褐色土(5YR3/1)で全体に細かいアカホヤ粒 らし
きものが混入 している｡粘性はなくさらさらとし
ている｡
(卦黒褐色土(75YR2/2)に8mm程度のアカホヤブロッ
クが点在 し¢1-2mmのアカホヤ粒が全体的に混入
している｡ ところところ炭化物 も見 られる｡粒の
目が粗 くさらさらとしている｡
④黒褐色土(5YR2/1)ににぷい黄褐色(10YR5/3)のプ
ロノクを含む｡弱い粘性がある｡

(彰しまりのないふわふわとした赤黒色土(10R2/1)に¢3
Tnm程度の粘土質の暗褐色土(10YR3/3)の粒が混入するO
② しまりのないふわふわとした赤黒色土(10R17/1)に¢
3mmのアカホヤ粒がこくわずかに混入する｡
③さらに柔 らかさをもつ黒色土(75YR2/1)である｡粒が
細やかでやや粘性をもっている｡やや光沢がある｡
④暗褐色土(75YR3/1)と暗褐色土(75YR3/3)の粒が混ざ
り合ったような感 じで柔らか くしまりがない｡
(参極暗褐色土(75YR2/3)でしまりがあり粘性はないO

634m

" ｢弓囲 s

G)黒褐色土(75YR3/2)にアカホヤ粒の梅小粒
が全体に混入 し､ところところ2cm大のア
カホヤプロノクを含む｡ しまりがあり粘性
はなくさらさらしているO
(参黒褐色土(5YR2/1)に2mm～1cm大のアカホ
ヤ粒及びプロ ノクが全体に混入 している｡
③黒褐色土(5YR3/1)にアカホヤ粒の極小粒
が混入 している｡粘性はなくさらさらして
いる｡

6旦生

N 圃 S

G)黒褐色土(75YR2/1)粘性はなく､ さらさら
とした細かい土｡
②黒褐色土(5YR3/1)粘性なくアヤホヤ粒混入O
(卦黒褐色土(75YR2/2)8mm大のアカホヤプロノ
クが点在O アカホヤ粒が全体に混入O炭化
物も見られる｡粒の目が粗 くざらざら｡
(参黒褐色土(5YR2/1)にぷい責褐色土 プロノク
を含む｡弱粘性｡

①黒褐色土(75YR3/1)にところところ¢8-
1cm大のアカホヤブロ ックが混入 している｡
弱い粘性があるO

②黒褐色土(5YR2/1)に希の底 と思われるにぷ
い黄褐土(10YR5/3)が1-5cm大の ブロック
状で混入 しているo

第23図 区画溝1-4及びSE26･27土層図
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Q)黒褐色土(25Y3/1)固 くしまり､粘性あり｡褐色(10YR4/4)の粒 (¢2-5mm)を含む.黒色(10YR2/1)粒 (¢2-5mm)､Ah粒 (¢2-5mm)をわずかに含む｡
②砂質土 (明褐色(75YR5/6)､浅黄(25Y7/4))
(卦黒褐色土(25Y3/1)柔 らか く､粘性ありO褐色(10YR4/4)粒 (¢2-5mm)を多 く含む.黒色(10YR2/1)とAh粒 (¢2-5mm)を含む.
④混合十 (盟褐(25Y3/1)と褐(10YR4/4))柔 らか く､粘性あり.
⑤褐色土(10YR4/4) 固 くしまり､粘性あり｡黒褐(25Y3/1)をわずかに含む｡
(参混合土 (黒褐色(25Y3/1)､褐色(10YR4/4)､Ah粒 (4'5mm)､黒色(10YR2/1)をわずかに含む.)やや固 くしまり､粘性な し｡
(参黒褐色土(5YR2/2) やわらか く､粘性あり.褐(10YR4/4､¢1cm)を少 し含む.底の方に棟 (割れているもの､円棟､赤化 しているもの)が流れ込んでいる.
(卦暗褐色土(10YR3/3)やわらか く粘性なし.黒(10YR2/1､¢1cm)､Ah粒 (¢1-3cm)を全体に含む｡炭化物 (¢5mm)をわずかに含む｡
⑨混合土 (黒褐色(75YR3/1)､Ahプロノク (¢1-5cm))柔 らか く､ポロポロしている｡粘性な し｡植物の根多い｡
⑩混合土 ⑨と同 じだが⑨より黒褐色(75YR3/1)のブロックの割合が多いO
⑪黒褐色土(10YR3/1) やや固 くしまり､粘性ありO灰色かか ったAh粒 (¢2mm)をわずかに含む.
⑫黒褐色土(75YR3/1) 固 くしまり､粘性あり｡Ah粒 (¢5-10mm)を含む｡褐鉄鉱 と思われる明赤褐色(5YR5/8､¢2-5mm)を含む｡

15･ ､I､

L3翫

(彰暗褐色土(10YR3/3)で固 くしまり粘性はない.
アカホヤ細粒をわずかに含む｡

(》黒褐色土(10YR3/1)固 くしまり､粘性な し.Ah細粒をわずかに含む.
(参黒褐色土(5YR3/1)固 くしまり､やや粘性あり.褐色鉄鉱斑と思われ

昌 ③姦悪歪翌汽5YYRR23//1号;o<門警 漂 笥LltfffLn.気 品 誤 認 浅 海 赤
褐色(5YR3/4)の細粒が全体にみられる｡
④黒褐色土(75YR3/1)固 くしまり､粘性な し.Ah細粒をわずかに含む.
(9暗褐色土(10YR3/3)EE]くしまり､粘性な し｡Ah粒を少 し含む｡ ラミ
ナがみ られる｡
⑥黒褐色土(10YR2/2)固 くしまり､やや粘性あり｡Ah粒､炭化物 (¢2
mm)を少 し含む｡
(診暗褐色土(10YR3/3)EE]くしまるが､5よりすこしやわ らかいO粘性な
く､Ah粒を(封より多 く含む｡

(》黒褐色土(75YR3/2)柔 らか く､粘性あり｡桂色(5YR6
/6)の細粒を多 く含む｡
(参暗赤褐色土(5YR3/2)柔 らか く､粘性ありO穏色(5Y
R6/6)のブロ ック(¢5mm～2cm)を全体に含む｡
③黒褐色土(75YR3/1)柔 らか くサクサク している｡ わ
ずかに粘性あり｡アカホヤの細粒を全体に含む｡
④鴨場色土(75YR3/3)やや固 くしまり､粘性あ りO ア
カホヤ粒 (¢5mm)をわずかに含むO
⑤混合土 (黒褐色 (10YR3/1)､暗褐色(10YR3/3)､アカ
ホヤの細粒)柔 らか くサクサクしており､粘性あり｡

N ~て コ ≡=::ニー S

(か暗褐色土(10YR3/3)で固 くしまり粘性はないO
アカホヤ細粒 と炭化物(¢1-2mm)を全体 に少
昆含むO

(か黒色土(10YR2/1)しまり､粘性 ともにやや強い｡
¢2mmの黄穏色粒､白色粒を少 し含む｡
②黒色土(10YR2/1)しまり､粘性共に弓重い｡¢1-
2mmの黄棲色粒を極少王正含む.
③黒色土(10YR2/1)しまり､粘性共に強いO¢1-
60mmの黄褐色粒を少 し含む｡
④黒色土(10YR2/1)しまり､粘性共にやや強い｡¢
2mmの昔褐色粒を多 く含む(
⑤黒色土(10YR2/1)しまりやや弱 く､粘性やや強い.
¢1mrnの黄程色粒､赤褐色粒を極少左を含むo

(丑混合土 (盟褐色(25Y3/2)､暗褐色(10YR3/3))柔 らか く､粘性ありOアカホヤ粒 (¢5mm-1crn)､アカホヤ豆石を含む.
②黒色土(10YR2/1)柔 らか く､粘性あり. アカホヤ細粒 とプロノクを含む｡
(卦黒褐色土(10YR3/1)やや固 くしまり､粘性ありOややてかりがある.
④混合土 (黒褐色(25YR3/2)､暗褐色(10YR3/3))柔 らか く､粘性あり07カホヤ粒 (¢5-10mm)を全体に含む.
⑤黒褐色土(10YR3/1)軟 らか く粘性がある0 7カホヤ粒 (¢1-5mm)をわずかに含むO
⑥混合土 (黒褐色(10YR3/1)､にぷい黄色(25YR6/4)の砂が ラミナ状に堆桁)ややEE]くしまり粘性がある.
⑦混合土 (黒褐色(10YR3/1)､暗褐色(10YR3/3)､にぷい黄色(25YR6/4)の砂が部分的に固まっている)やや固 くしまり､粘性あり.
(参暗褐色土(10YR3/3)固 くしまり､粘性あり.アカホヤ細粒をわずかに含むO
(卦⑥に黄褐色(10YR5/6)が少々入 っている.
⑩混合土 (黒褐色土(5YR2/1)､黒色土(75YR2/1)､アカホヤ粒)固 くしまり､粘性ありOにぷい赤褐色(5YR5/4)の斑文を含む｡
⑰混合土 (暗褐色(10YR3/3)､にぷい黄色(25YR6/4)の砂が多 く含まれる)EE]くしまり､粘性あり｡檀(75YR6/6)の細粒をわずかに含む｡
⑫混合土 (黒褐色(25YR3/2)ー暗褐色(10YR3/3)柔 らか くー粘性あり07カホヤ粒 (¢5-10mm)を全休に含む｡
⑬混合土 (暗赤褐色(5YR3/2)､明赤褐色(5YR5/6)の斑文)粘性あり｡
⑭混合土 (暗褐色(10YR3/3)､アカホヤブロ ック)柔 らか くサクサクしており､粘性なし｡
⑮⑭に似ているがアカホヤの割合が少ない｡柔 らか く､粘性あり｡
⑬⑮ と同 じo
⑰⑯にイ以ているが､アカホヤは細粒で全体にみられる.柔 らか く､粘性ありO
⑩暗褐色土(10YR3/3)柔 らか く､粘性あり. アカホヤの細粒を少々含みやや固 くしまるO

第25図 区画溝5-7土層図
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SElは､全長約35mを測り､北端部は2区東壁

面の調査区外へと続く｡南端部は､底面が僅かに東

から西に向かって高くなりながら約6m延びる｡上

面幅0.8-3.5m､深さ0.21-0.77m､断面形は船底

形である｡埋土からは複数の掘り直しが行われたこ

とが確認される｡また､SE23との切り合い関係が

みられ､SElがSE23を切る関係にある｡遺物は､

土器小片と中世から近世の陶磁器であるが､特に近

世陶磁器の占める割合が高い｡

SE2は､SE3と切り合い関係にあり､SE3

がSE2を切る｡上面幅0.8-2m､深さ0.01-0.2

m､断面形は船底形である｡埋土は自然堆積である｡

底面は､西から東に低くなっている｡遺物は､土器

小片と中世から近世の陶磁器が出土している｡SE

3､SE5,SE6と重複する｡SE3,SE5に

切られる｡SE6との切り合いは不明である｡

SE3出土遺物 (第34･35図106､109､113､日6-

120､126､127､129)

106は､龍泉窯系青磁椀である｡休部に粗い蓮弁

文が施されている｡

109は､龍泉窯系青磁皿である｡見込に双魚文の

スタンプが施され､休部には蓮弁文が施されている｡

113は､中国産の措鉢である｡胎土が非常に細か

く焼成は堅徴である｡措目は8条を単位としている｡

116は､溝縁皿である｡

117は､瀬戸 ･美濃の天目茶碗である｡

118､119は､器種不明の陶器である｡同一個体だ

と考えられる｡

120は､初期伊万里である｡

126は､京焼風陶器皿である｡見込には楼閣山水

文が描かれ､高台内には ｢清水｣の印銘を施す｡

127は､刷毛目が施された碗である｡見込は蛇の

目粕剥ぎが施されている｡見込と高台に重ね焼きに

よる砂が熔着している｡SE7と接合関係にある｡

129は､刷毛目が施された鉢である｡SE7と接

合関係にある｡

SE7出土遺物 (第34･35図112､114､123､128､

133)

112は､備前の手雷鉢である｡口縁の外面に凹線を

めぐらし､僅かに自然粕がかかり､赤褐色に焼き締

まっている｡

114は､東播系の撞鉢である｡

123は､京焼風陶器色絵皿である｡見込には色絵

による文様が描かれ､高台内に印銘を施した様子が

僅かに観察される｡

128は､刷毛目の皿である｡見込には窄由剥ぎが施

され､僅かに重ね焼きの痕跡が残る｡

133は､産地不明の措鉢である｡

SEl出土遺物 (第34･35図108､110､121､122､

124､125､130-132､135)

108は､龍泉窯系青磁皿である｡見込に花文スタ

ンプが施されている｡高台は畳付から外底にかけて

無軸である｡

110は､景徳鎮薫育花皿である｡

121は､初期伊万里の皿である｡

122は､広東碗である｡

124は､京焼風陶器皿である｡見込に楼閣山水文

が描かれ､高台内に印銘を施す｡

125は､内野山窯系の皿である｡見込には蛇ノ目柚

剥ぎが施され､3個の砂目が熔着している｡畳付に

も砂目痕が僅かに残る｡

130は､刷毛目皿である｡見込には蛇ノ日和剥ぎ

が施されている｡

131は､産地不明の碗である｡見込には蛇ノ目粕剥

ぎが施され､重ね焼きの痕跡を残す｡

132は､産地不明の壷である｡外面に回転ナデ､

内面にタタキが施されている｡SE了と接合関係に

ある｡

135は､堺系の措鉢で櫛目は8条を1単位とする｡

SE2出土遺物 (第34図107､111)

107は､龍泉窯系青磁椀である｡全面に施柚後､

外底の粕を輪状に削りとっている｡見込中央には花

文スタンプが施されているが､その周りには輪状に

粕がはぎ取られている｡

111は､備前の措鉢である｡
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SE6出土遺物 (第34･35図115､134)

115は､陶器皿である｡低い削りだし高台である｡

134は､産地不明の措鉢である｡

区画溝6 (第24･25図)

区画溝6は2区南東部隅から3区北東部隅に位置

し､SE23から成る｡3区東壁面北部から西に約17

m延び､約90O北へ屈曲して約30m延びた後､2区

東壁面調査区外へと続く｡区画内の掘立柱建物はS

B29である｡SE23は､SElとの切り合い関係が

あり､SElがSE23を切る関係にある｡溝の底面

は､顕著な高低差は認められない｡上面幅0.9-1.7

m､深さ0.ll-0.23mで､断面形は船底形を示す｡

溝は浅く壁面の傾斜は､緩やかである｡埋土は自然

堆積である｡遺物は､近世の陶磁器が僅かに出土し

ている｡SEl､SGl､SG2と重複する｡SG

l､SG2を切り､SElに切られる｡

SE23出土遺物 (第35図136､137)

136は､備前の‡雷鉢である｡

137は､陶器椀である｡高台部分がやや外に開く｡

区画溝7 (第24･25図)

区画溝7は2区南東部を囲むように位置し､SE

22･SE5から成る｡2区南壁面中央部から北に約

30m延び､約900東へ屈曲し約23m延びた後､僅か

に南-屈曲傾向を見せている｡西辺の南から3分の

2にあたる約18mがSE22､削平による推定延長線

の区間を約4mおいてSE5が続く｡SE5は､西

辺残り約 8mを構成し､約900東へ屈曲した後､北

辺約23mを構成する｡底面は､西辺が北から南に低

く､北辺が西から東に低くなっている｡区画内の掘

立柱建物は､SB18､22-26である｡SE22､SE

5は､共に浅く､遣物は､土器小片､中世から近世

の陶磁器小片が僅かに出土している｡

SE5は､上面幅0.8-1.4mである｡SE2,S

E3,SE6､SE24､SE25､SC8と重複する｡

SE2､SE3､SE6､SE8を切る｡SE24､

SE25との切り合いは不明である｡

SE22は､上面幅0.3-0.7mである｡SB16､S

B17と重複する｡切り合いは不明である｡

SE5出土遺物 (第35図138､139)

138は､陶器椀である｡高台が割と高く真っ直ぐ

に立ち上がっている｡SElと接合関係がある｡

139は､陶器鉢である｡内面に掻き落としが施し

てある｡SE3､SE26と接合関係がある｡

区画溝8 (第26･27図)

区画溝8は､3区南東部と4区北部半分を囲むよ

うに位置し､SE57･SE35･SE38から成る｡4

区東壁面中央から西に約50m延びた後､約1100の

角度を保ちながら北北西へ約60m延びる｡その後約

900東へ屈曲し東壁面までの約19m延びて調査区外

へと続く｡西辺は約62mである｡溝の底面は､西辺

は北から南に向かって低くなっており､北辺と南辺

は西から東に向かって低くなっている｡区画内の掘

立柱建物は､SB36-51である｡SE42､SE36､

SE56と切り合い関係がある｡SE42は､区画溝8

を構成するSE38を切り､区画溝8を構成するSE

35がSE36を切る｡さらに区画溝8を構成するSE

57がSE56を切る｡

SE57は､上面幅0.6-1.2m､深さ0.7-1.6m､

断面形は船底形を示す｡溝は浅く壁面の傾斜は､緩

やかである｡遺物の出土はない｡SE56と重複し､

SE56を切る｡

SE35は､上面幅0.6-1.5m､最深部が0.35mを

測り4区北壁部付近で削平により確認できない｡壁

面の傾斜は内側が緩やかで外側が急である｡遺物は､

近世の陶磁器片を中心に出土している｡SE36､S

B52と重複し､SE36､SB52を切る｡

SE38は､上面幅1.4-3.1m､深さ0.14-0.4m､

断面形は船底形ないし逆台形を示す｡少なくとも2

回以上の掘り直しが行われたことが観察される｡遣

物は､近世の陶磁器片を中心に出土している｡SB

34､SB35､SE42と重複する｡SB34､SB35を

切り､SE42に切られる｡
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SE35出土遺物 (第36図141､146)

141は､龍泉窯系青磁椀である｡高台は畳付から

外底にかけて無粕であり､胎土の鉄分により赤化し

ている｡

146は､産地不明の措鉢である｡口縁の外側に2

条の凹線をめぐらしている｡櫛目の単位は12条か｡

SE38出土遺物 (第36図140､142-145)

140は､龍泉窯系青磁皿で､見込に花文のスタン

プが施してある｡全面に施粕後外底の柚を輪状に削

り取っている｡

142は､くらわんか手の碗である｡見込は蛇ノ目粕

剥ぎが施され､中央に五弁花のコンニャク印判｡

143は､広東椀である｡

144は､陶器碗である｡見込に胎土日が2個熔着

している｡縮緬高台となっている｡

145は､陶器色絵皿である｡見込には楼閣山水文

が描かれ､高台内には印銘が施されている｡

区画溝9(第26･27図)

区画溝9は4区北半部に位置し､SE36から成る｡

北壁面東端部から南に約26m延び､その後約900西

へ屈曲して約22m延びる｡溝の底面は､東辺は顕著

な高低差は見られないが､南辺は明らかに西から東

に向かって低くなっている｡区画内の掘立柱建物は､

SB49-51である｡

SE36は上面幅0.4-1.5111､深さ0.05-0.31111､

断面形は逆台形を示す｡壁面の傾斜は内側が急で外

側が緩やかで､埋土は自然堆積である｡遺物は､僅

かではあるが､近世の陶磁器を中心に出土している｡

SE35､SB52と重複し､SE35､SB52を切る｡

なお､SE52の南壁面土層断面からはSE36がS

E52を切って延びていることが確認されるが､その

後どのように延びていくか明らかにできなかったた

め､SE52は区画溝9を構成する溝には含めていな

い｡

区画溝10(第26･27図)

区画溝10は､4区北東部に位置する｡SE56から

成る｡東壁面北部から南に約14m延びた後､約900

西に屈曲し約7m延びる｡SE56はSE57に切られ

ているため､それ以上は確認できなかった｡底面は

顕著な高低差は見られない｡

SE56は上面幅0.6-1.0m､深さ0.09-0.15m､

断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は内外共に緩や

かで､埋土は自然堆積である｡遺物の出土はない｡

SE57と重複し､SE57に切られる｡

区画溝11(第26･27図)

区画溝11は､3区東部に位置し､SE42から成る｡

南から北に26m延びた後､約900西に屈曲し約10m

延びる｡底面は北辺が西から東に向かって僅かに低

くなっている｡東辺は若干の高低差はあるものの一

定の方向性はない｡上面幅0.2-0.7m､深さ0.03-

0.3m､断面形は舟底形を示す｡壁面の傾斜は内外

共に緩やかで､埋土は自然堆積である｡

遺物は､僅かではあるが､中世から近世陶磁器片

が出土している｡SE38､SB39､SB40､SB44､

SB47と重複する｡全てSE42が切る｡

区画溝12(第26･27図)

区画溝12は､3区中央やや西部に位置し､SE41

から成る｡中央やや北部から南に約15m延びた後､

約1100の角度を保ちレベルを上げながら西へ約 6

m延びる｡底面は東辺が北から南に向かって低くな

る｡両辺は東西端部の高低差が約65cmを測り､西か

ら東に向かって急激に低くなっている｡

東辺は､上面幅1.5-2.1m､深さ0.45-0.73m､

断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は内側が緩やか

で､外側はやや急である｡埋土は自然堆積である｡

南辺は､上面の最大幅は0.8mで西に行くに従って

徐々に狭まっていく｡深さは､0.4-0.8m､断面形

は船底形で､埋土は自然堆積である｡近世後半の遺

物がまとまって出土している｡他遺構との重複はな

い｡

SE41出土遺物 (第36図147-155)

147は､陶器の色絵碗である｡色絵が剥がれ落ち

花弁状痕となっている｡

148は､陶器の碗である｡縮緬高台となっている｡
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149は､初期伊万里の皿である｡

150は､染付皿である｡見込に五弁花のコンニャ

ク印判が施されている｡

151は､染付皿である｡内面には楼閣山水文が描

かれている｡高台は､蛇ノ冒凹型高台となっている｡

152は､広東碗である｡見込には昆虫文が描かれ

ている｡

153は､陶器の鉢である｡見込に胎土日が3個熔

着 している｡

154･155は､陶器の徳利である｡

区画溝13(第28･29図)

区画溝13は､4区南東部から5区北東部に位置し､

SE61･SE65から成る｡4区東壁面南端部付近か

ら西へ約19m延び､約900南に屈曲して約 5m延び

る｡5区は段落ちしている為､削平による推定延長

線の区間を約10mおいて､約25m延びた後､約800

の角度を保ち東に屈曲して約30m延び､調査区外へ

と続く｡北辺と西辺の一部がSE61､西辺と南辺が

SE65という構成である｡西辺は約42mである｡底

面は､北辺では若干の高低差はあるものの一定の方

向性はない｡西辺が北から南に低く､南辺が西から

東に低くなる｡

SE61は上面幅0.8-1.5m､深さ0.12-0.28m､

断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は内側が緩やか

で外側が急である｡埋土は自然堆積である｡遺物の

出土はない｡SE60､SE62､SE63､SE32と重

複 し､全てに切られる｡

SE65は上面幅0.4-1.2m､深さ0.04-0.19m､

断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は内側､外側共

に緩やかである｡埋土は自然堆積である｡遺物の出

土はない｡他遺構との切り合いはない｡

区画溝14(第28･29図)

区画溝14は､4区南東部に位置し､区画溝13の約

2m北側を並走する｡SE60から成る｡4区東壁南

端部から西へ約18m延び約900南に屈曲して約 7m

延び､5区-と向かう｡その先は段落ちしているた

め確認できない｡底面は北辺が西から東に向かって

低くなる｡

SE60の北辺は､上面幅0.05-0.13m､深さ0.06

-0.14m､断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は内

側､外側共に緩やかで､埋土は自然堆積である｡西

辺は4区南壁面土層により､SE61の埋土上層を走

り5区へと続いていることが確認される｡遺物の出

土はない｡SE61､SE62､SE63と重複する｡S

E61を切り､SE62､SE63に切られる｡

区画溝15(第28･29図)

区画溝15は､4区南部西半部に位置し､SE32か

ら成る｡4区南端部中央から南に約 4m延び約900

西に屈曲して約29m延びる｡底面は高低に一定の方

向性は無い｡上面幅0.5-1.2m､深さ0.2-0.35m､

断面形は深めの逆台形状と傾斜のついたテラス状と

の混合形である｡遺物の出土はない｡SE61を切る｡

区画溝16(第28･29図)

区画溝16は､5区東部に位置し､SE66から成る｡

西壁面からコの字形に延び調査区外へと続く｡北辺

約24m､東辺約30m､両辺約14mである｡底面は､

北辺が西から東に低く､東辺が北から南に低い｡南

辺は西から東に低くなっている｡上面幅1-1.4m､

深さ0.08-0.22m､断面形は船底形を示す｡壁面は

外側がやや急で､内側が緩やかである｡埋土は自然

堆積である｡遺物の出土はない｡SE67､SE68と

重複する｡共にSE66が切る｡

2 溝状遺構 (SE;第30-33図)

区画溝として認定 した溝以外にも､多数の溝を検

出した｡その主なものをここでは説明していく｡

SE26･SE27(第22･23図)

SE26とSE27は､1区南部に位置し､南から北

に緩やかな曲線を描きながら約30m延びている｡

土層断面からは､K-Ah面において自然の窪地があ

り､そこに堆積した層にSE27ができ､それを切る

形でSE26ができたことが観察される｡

SE26は上面幅0.4-1.2m､深さ0.08-0.46m､

断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は緩やかである｡

埋土は自然堆積である｡底面は南から北に向けて低
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第26図 区画溝8-12実測図 (S-1/400)
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635m

Q)黒色土(10YR2/1)で しまり､粘性 ともに弱い.¢3-30mmの黄褐色粒､貴校色粒､浅黄槙色粒､
赤燈色粒を非常に多 く含む｡
②黒色土(10YR2/1)で しまり､粘性 ともにやや強い｡¢3-20mmのアカホヤ粒､¢1mmの黄褐色粒
をやや多 く含むO
③黒褐色土(10YR3/2)で しまり､粘性 ともにやや強い｡¢100tnm程度のアカホヤブロ ック､噌褐色
土 プロノクを多 く含む｡
(参黒色土(10YR2/1)で しまりがやや強 く粘性が強い.¢20mm程度のアカホヤ粒､暗褐色粒を多 く
含むO
(参黒色土(10YR2/1)で しまり､粘性ともに弱いO¢2-30Tmのアカホヤ粒を多 く含む｡
(か黒色土(10YR3/3)で しまり､粘性ともにやや強い.¢2-40mmの黄褐色粒を非博に多 く含む.

632m

W S

(か黒色土(10YR2/1)でしまりがなく粘性 は 弱いO さらさらしていて
¢1-3Tmの黄櫨色粒､黄褐色粒を少昆含 むO
(塾黒色土(10YR2/1)でしまり がな く粘性 は 弱い｡ ¢1-3mmの貴校色
粒を少員､黄褐色粒をやや多 く含む.
(参黒色土(10YR2/1)でしまりがな く粘性 は 弱い . ¢1mmの東榎色粒､
黄褐色粒を極少血含む.
④黒色土(10YR2/1)で しまりがな く粘性 は 弱 い . ¢1-2mmの黄褐色
粒をやや多 く含む

632m
W -
二､ -_ (i)二 =F

･- E

(か黒色土(10YR2/1)で しまり､粘性 ともにやや弱いO
¢1-50Tmの明黄褐色土粒 ･プロノクを多 く含むO

(か黒色土(10YR2/1)で しまりがなく粘性は弱いO¢1-3mmの東榎色粒を少員､
黄褐色粒をやや多 く含む｡
(塾黒色土(10YR2/1)で しまりがな く粘性 は弱い｡¢1-2mmの黄褐色粒をやや
多 く含む｡
(卦黒色土(10YR2/1)で しまり､粘性ともにやや強いO¢2-10mmのアカホヤ粒
(貴校色粒)を多 く含む｡
(参黒色土(10YR2/2)で しまり､粘性 ともにやや強い｡¢1-30mmのアカホヤ粒
(黄桂色枇)をやや多 く含む｡
(9黒褐色土(10YR2/2)で しまり､粘性ともにやや強いO¢1-10mmの東榎色粒
(アカホヤ粒)を多 く含む｡
(か黒色土(10YR2/1)で しまり､粘性 ともにやや強い｡ ¢1Tmの黄櫨色粒､白色
粒､黄褐色粒を多 く含む｡
(診果色土(10YR2/1)で しまり､粘性 ともに弱い｡¢1-2mmの黄褐色粒､ 白色
粒､黄褐色粒を非常に多 く含むO

(か黒色土(10YR2/1)で しまり､粘性ともに非常に弱 くさらさらしている｡¢2
Tm以下の貴校色粒､白色粒をやや多 く含むO
②黒色土(10YR2/1)しまり､粘性やや強い02Tm以下の貴校色粒､白色粒を少
昆含む.

62.9∩･...-｣.･.._一｣..__.･-｣｣一一一一一一一｣.･一････
- 耕作土

(彰黒褐色土(10YR2/3)で黒椙､褐色の¢3Tnm大の土が混入 している.全体に褐
鉄鉱の影響か赤味 も見 られるo非常にしまっていて粘性はない｡
②黒褐色土(10YR2/2)､黒めの細かい粒で光沢がある｡粘性がありゃや しま
っている｡
(卦黒褐色土(10YR3/2)､¢2mm大の黒褐色土が混入 している0校 は他のFErに
比-て粗い｡ しまっており粘性はない｡
(卦黒褐色土(10YR3/1)､地山の層である黒褐色土の¢5mm程度のプロ ノクを
含んでおりすかすかである｡やや粘性がある｡
(参黒褐色土(10YR3/2)､(彰よりもしまっているO

8B T E

(∋黒褐色土(5YR3/1)で¢1mm大のアカホヤ粒をわずかに含む｡
②黒褐色土(5YR2/1)で¢7mm～1cmのアカホヤブロ ックを含む｡やや しまっ
ており粘性はない｡

④黒色土(10YR2/1)しま り､粘性やや強い01-3mmのアカホヤ粒極少ゴ正含む.
(参黒色土(10YR2/1)しま り､粘性やや強い01-3mmのアカホヤ粒極少正含む.
(昏暗褐色土(10YR 3/3)し まり､粘性弱い.1-4mmのアカホヤ粒を極少左と含む.

(か黒色土(10YR17/1)で しまり､粘性 ともにやや弱い01-3mmのアカホヤ粒を極少昆含むo
②黒色土(10YR17/1)で しまりがやや強 く粘性はやや弱い｡1mmのアカホヤ粒を極少五三含む.
③黒褐色土(10YR3/1)で しまり､粘性 ともにやや弓弓い01-2mmのアカホヤ粒をやや多 く含むO

第27図 区画溝8-12土層図
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(か黒色土 (25Y2/1)で し まり､粘性 ともに弱いO ¢1-5mmのアカホヤ粒を非常 に多 く含むO
②黒色土 (25Y2/1)で し まり､粘性 ともに弱い｡ 4･1-3mmのアカホヤ粒を少左と含む.
③黒色土 (25Y2/1)で し まり､粘性 ともにやや強い｡¢1mmのアカホヤ粒を少丘含 む.
④黒色土 (25Y3/1)で し まり､粘性 ともにやや強いO 泥が椎桁 した感 じであるO
⑤黒色土(25Y2/1)で し ま り､粘性ともに弱いO ¢1-3mmのアカホヤ粒を多 く含む.

Q)黒褐色土(75YR2/2)で¢1Tnmのアカホヤ粒を全体にはは均一に含む｡ さらさらとしており粘性はない.
S ②黒褐色土(75YR2/3)で ¢2mm大のアカホヤ粒を全休に含み､¢2cm大のアカホヤ粒の鵜申部分がところところに

見 られる｡粘性はない｡
(卦黒褐色土(75YR2/2)でゅl-2Tm大のアカホヤ粒を全体に多 く含むO粘性はないO

(丑黒褐色土(10YR3/2)2mm～1cm内のアカホヤ粒 を全
体に含む｡2cmの暗褐色土のプロックも含む｡ しま

S ②晶造fi諾 l艶 T2it/L2;oQ143m2mcZ苦 学碧空吾亨5'oノク
を全体に含むO粘性はないO

625m

L

I■ ■ ■ 『 璽 璽 璽 ≡ 監

618m

% E

(∋黒褐色土(5YR3/1)､ ¢3-5mmの
炭化物粒を含む.粘性はないO植
物根が多数見 られる｡
(塾黒褐色土(75YR3/2)に¢1mTn大の
アカホヤ粒を全体に含む｡(丑より
もやや しまりがあるO粘性はないO

(訂黒褐色土(5YR3/1)1cm大のアカホ
ヤブロ ックを含み粒の粗い土O
(塾黒褐色土(5YR3/1)炭化物粒を含む.
粘性な し｡植物痕が多数見 られる｡
(参黒褐色土(10YR2/2)1-2cmのアカ
ホヤプロノクを含むO粘性はない.
@黒褐色土(10YR3/1)2mm大のアカホ
ヤ粒を含む｡ しまり粘性な し｡

①果色土(10YR2/l)やや しまり､粘性あり｡

S 蓬;芸詰蓋L55YYRR22//11㌔LL喜%こ駁 %O.
④黒色土(75YR17/1)しまりな く､粘性あり｡

(か黒色土(10YR2/1)やや しま ってお
り半占性がある.
②黒褐色土(5YR2/1)アカホヤプロ ノ
クが全体に含まれるO

一書薫謁監圭‡宇三% /31)lh2器 ilbS警 聖 賢 競 是宕㌶ た蓑 き｡与干ETlfL̀;fi崇 .と思われるo粘性はない｡
③黒褐色土(75YR2/2)で¢1Tnmのアカホヤ粒を全体にはほ均一に含む｡②よりもしまりはあるが粘性はない｡

N ④梅暗褐色土(75YR2/3)アカホヤ粒を全体に含み2clJL大のアカホヤ粒の鎌中部分あり.②よりも粘性はないO
(9黒褐色土(75YR2/2)で ゅl-2mm大のアカホヤ粒を全体に多正に含み､粘性はない0

0 2m

第29図 区画溝13-16土層図
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第30図 溝状遺構実測図 (1)(S-1/400)
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640m

a)黒色土(10YR17/1)で しまり､粘性ともにやや弱い｡3mD)の黄榎色粒を極少昆含む｡
(診暗褐色土(10YR3/3)で しまり､粘性 ともに強い.

(D混色十(10YR2/1)で しまり､拙件 ともにやや強い｡¢1-20n]n)の
アカホヤ粒を非常に多 く含む｡
(副菜色土(10YR17/1)で しまり､粘性 ともにやや強い｡¢1-2Tnmの
アカホヤ粒を少歪含む｡
(卦暗褐色土(10YR3/3)で しまり､粘性 ともに強い.

(》鵜色土(10YRl.7/1)で しまりがやや
勃三く粘性は弱い｡¢1InIDの黄橙色粒
を少虫含む｡
②iXt色土(10YR2/1)で しまり､粘性
ともにやや強い｡¢3mm以下の黄栓
色粒をやや多 く含む｡
③芸格色土(10YR2/1)で¢2mm程度のア
カホヤ粒をやや多 く含む｡

①崇色土(10YR2/1)でしまり､
枯恒三ともにやや弱い｡¢1
-20mmの アカホヤ粒 を多
く含む｡
(診暗褐色土(10YR3/3)で しま
り粘性 ともに強いO¢lInm
のアカホヤ粒 (貴校色粒)
を少ia含む｡

(》盟色土(10YR2/1)で しまり､粘性 ともにやや強いo¢2-5mの黄穏
色粒､赤褐色粒を多 く含む｡
(塾黒色土(10YRl.7/1)で しまり､粘性 ともに強い｡べタ ソとした感 じ
がある.くわ1-2mmの黄蛭色粒､明試梱包粒を極少晶含む｡
③三誤色土(10YR2/1)で しまり､粘性 ともにやや弓釦 ､O現代の溝だと判
断される｡砂質でぎらぎら感がある｡

(か黒色土(10YR2/1)で しまり､粘性ともに弱い｡さらさらしている｡
¢1-3mmの黄檀色粒を非常に多 く含む｡
(卦黒色十(10YRl7/1)で しまり､粘件 ともにやや弱い.¢l-3Tnmの
黄標色粒を非常に多 く含む｡
(卦黒色土(10YR17/1)で しまり､粘性 ともにやや強い. ¢1-3Tn皿の
黄橿色粒を少血含む｡

a)盟色土(10YR17/1)で しまり､粘性ともに強い.¢1mmの黄棲色粒を櫨少点含む｡
②iA色土(10YR2/1)で しまりが強 く粘性がやや強い.¢1-50mmのアカホヤ粒 ･ブロ ックを非 ì削こ多 く含む｡
③甜色土(10YR17/1)で しまり､粘性 ともにやや強い.¢1-2mmの黄穏色粒を極少見含む.
④£Et色土(10YR17/1)で しまり､粘性ともに強い.¢1-2mmの東榎色粒を少品含む｡(9£q色土(10YR17/1)で しまり､粘性ともにやや弱い.4'1-2mmの黄桂色粒を多 く含む｡
⑥iXt褐色土(10YR2/1)で しまり､粘性 ともに弱いo ¢1-2mmの黄穏色粒を少毘含むO
(丑iXt褐色土(10YR3/1)で しまり､粘性 ともにやや弓弓い.¢1-2Tnmの黄桧色粒を樋少血含むo
⑧美咲色土(10YR2/1)で しまり､粘性 ともにやや強い｡¢1-2mmの黄檀色粒を極少茄含む｡
⑨鵜色土(10YR17/1)で しまり､粘性ともにやや強 い .¢1-2mmの黄位色粒を極少茄含む.

第31図 溝状遺構土層図 (1)
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笥 ⊆蓋 表 首 昌

(か黒色土(N2/1)で しまり､粘性 ともに弱い.¢1mm程度の
黄穏色粒を極少王這含む｡
②黒色土(N2/1)で しまりがやや強 く粘性は弱い.¢1-3Tm
程度のアカホヤ粒を多 く含む｡
③黒色土(10Y2/1)で しまり､半占性 ともにやや弓重い.¢1mm
程度の東榎色粒､白色粒を極少王己含むO

(か黒色土(N2/)で しまりがな く¢1mmのアカ
ホヤと思われる桂色粒をわずかに含む｡
②黒色土(10YR2/1)で しまりがなく柔 らかい｡
¢1-3mmのアカホヤ粒を含むO
③黒褐色土(10YR2/2)で¢1-2mmのアカホヤ
粒を全体に含み柔 らかい｡
④褐色土(10YR4/4)でアカホヤをブロ ックで
多良に含むO

(か黒色土(N15/)で しまっており微細Ij:榎色粒をわずかに含むO
②黒色土(N2/)で柔 らかい｡
③黒褐色土(10YR2/3)で¢1mm程度のアカホヤ粒を多 く含む｡
(彰黒色土(N2/)で しまっており弱い粘性がある.微細な榎色粒を少昆含む.
⑤暗褐色土(10YR3/4)でやや柔 らか くアカホヤ粒 と思われる¢1-2mの桂色粒を多 く含む.
(釘黒色土(10YR2/1)で(彰と(参の中間の しまりがある｡
⑦黒色土(10YR17/1)で しまっている｡
⑧暗褐色土(10YR3/3)でやや柔 らか く¢1mm程度のアカホヤ粒 と思われる桂色粒を多 く含む.
⑨黒褐色土(10YR3/2)で¢1cm程度のアカホヤの塊を含むO
⑩黒褐色土(10YR2/2)で柔 らか く弱い粘性がある.
⑪黒褐色土(10YR3/2)で柔 らか く1沙質である｡

626m

S= 喧 艶 ::] " 肇 雲蓋挺

(か黒色土(10YR2/1)でやや しまってお り
粘性がある｡
②黒褐色土(5YR2/1)で(丑よりもしまって

(卦黒褐色土(75YR3/1)で1mm大のアカホ
ヤ粒を全体に含む. しまり､粘性な し｡

618m ①発 喜岩EYLR21'd芸豊1<762&mbXfTLT.カホヤ粒のプロ ソ
- ① ② - ②黒色土(10YR17/1)で全体にアカホヤ粒が混 じっており

" ｢ 車 重 ア ~~S 妄三言芸競 孟聖-C禁 の糾 部分が見 られるOやや し

618m

@

--i n r -::: : 一･:･ ∴ ' ∴
③黒色土(10YR2/1)やや しまりあり｡1mmのアカホヤ粒
を含む.1cm大のアカホヤ粒集中部ありOやや粘性あ
ILl(

(か黒色土(75Y R2/1)で固くしまっており
全体に砂粒を 含 む｡粘性はない｡
②黒色土(75T R 17/1)でしまりがあり粘

S ③纂宣誓(L7105Y R 2/1)でややしまっていて
粘性はない O
(彰黒色土(75YR2/1)でしまりがなく粘性
はある｡
⑤黒色土(75YR 1 7/1)でEE]くしまり粒が
細かくてかりが あるOやや粘性がある0

2m

第33図 溝状遺構土層図 (2)
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くなっている｡遺物は､中世から近世の陶磁器片が

僅かに出土している｡SE27と重複し､SE27を切

る｡

SE27は上面幅0.3-0.9m､深さ0.02-1.2m､断

面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は緩やかである｡

埋土は自然堆積である｡底面は南から北に向けて低

くなる｡遺物は､中世から近世の陶磁器片が僅かに

出土している｡SE26と重複しSE26に切られる｡

SE26出土遺物 (第37図160､163-165)

160は､福建 ･広東系の青花碗である｡

163は､東播系の担鉢である｡

164は､備前焼の措鉢である｡

165は､備前焼の措鉢である｡標目は太目で10条

を単位としている｡

SE46･44(第30･31図)

SE46とSE44は3区北上部に位置する｡SE46

は､北壁面隅から東に約44m延びる｡その東にSE

44が位置し約17m東に延び調査区外-と続く｡SE

46とSE44の流れにそって上層を同一の現代の溝が

切っている｡SE46とSE44とは､ある時期一つの

溝を形成していたことも考えられる｡

SE46は上面幅1.2-2.5m､深さ0.08-0.57m､

断面形は南側が深くやや変則的な逆台形状である｡

壁面の傾斜は部分的に南側が二段掘り状態になって

おり､北側は緩やかである｡遺物は､中世の陶磁器

片を僅かに含むが､近世後半の陶磁器片が大量に出

土している｡他遺構との重複はない｡

SE44は上面幅0.5-1.6m､深さ0.18-0.28m､

断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は南側がやや急

で北側は緩やかである｡埋土は自然堆積である｡底

面は西から東に向けて低くなっている｡遺物の出土

はほとんどない｡他遺構との重複はない｡

SE46出土遺物 (第37･38図156､157､161､162､

167､169､171-174､177-187)

156は､龍泉案系青磁椀である｡見込に花文のス

タンプが施してある｡粕は畳付を超えて高台内面途

中までかかる｡

157は､龍泉窯系青磁鉢である｡内面休部に丸の

み状施文具で蓮弁が表現されている｡

161は､中Eg産青花皿｡1mm程の厚い粕が掛かる｡

162は､福建 ･広東系の青花皿である｡胎土は褐

灰色で1mm程の厚い粕が掛かる｡

167は､志野焼の菊花皿である｡内外面共に長石

粕が施されている｡

169は､陶器皿である｡口唇部に鉄柚を塗るいわ

ゆる皮鯨手｡見込に5個の胎土日が熔着している｡

171は､京焼風陶器皿である｡見込に楼閣山水文

が描かれ､高台内に ｢清水｣の印銘を施す｡

172と173は､陶器の皿である｡内面は､全面白化

粧土を施し松模様の線刻が施してある｡

174は､陶器椀である｡口縁～胴部にかけて一部

銅緑事由が施されている｡

177は､陶器皿｡内外面に刷毛目の文様を施す｡

178は､染付碗 (くらわんか手)である｡

179は､染付の筒型碗である｡外面には菊花文が

措かれている｡

180は､青磁染付碗 (朝顔形碗)である｡

181は､広東碗である｡

182は､瀬戸 ･美濃の染付碗である｡口紅装飾が

施してある｡

183は､瀬戸 ･美濃の碗である｡腰部から畳付以

外の高台底部に鉄粕を施す､いわゆる腰錆碗｡

184は､染付皿｡見込に蛇ノ日和剥ぎが施してあ

る｡

185は､堺系の措鉢｡措目は11条を単位としてい

る｡

186は､培格である｡

187は､薩摩焼の土瓶である｡

SE49a､SE49b (第30･31図)

SE49は､3区北上部に位置している｡SE46の

南側を並走し西から東に約 8m延び､その後2本に

枝分かれして約5-7m延びる｡

SE49は上面幅0.5-1.6m､深さ0.09-0.24m､

断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は緩やかで埋土

は自然堆積である｡底面は西から東に向けて低くな

る｡遺物は､中世から近世の陶磁器片が僅かに出土
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している｡SB28と重複し､SB28を切る｡

SE49出土遺物 (第37図166)

166は陶器碗である｡胎土は淡黄色で軽量である｡

SE52(第30･31図)

SE52は3区南東部隅に位置し南北に約26m延び

る｡南部､北部､東部が調査区外へと続く｡南壁面

土層断面からは複数の溝の切り合いも見られるが､

調査区外に広がる為全容は不明である｡遺物の出土

はない｡SE36､SE53､SB41､SB42､SB43

と重複し､SE36､SB43に切られる｡SE53､S

B41､SB42との切り合いは不明である｡

SE53･SE39(第30･31図)

SE53とSE39は､3区南部下にSC26を挟んで

位置している｡

SE53は上面幅0.5-0.7m､深さ0.17-0.23m､

断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は緩やかである｡

埋土は自然堆積である｡底面は西から東に向けて低

くなっている｡遺物の出土はない｡SC26､SE52

と重複する｡共に切り合いは不明である｡

SE39は上面幅0.4-1.2m､深さ0.04-0.23m､断

面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は緩やかである｡

埋土は自然堆積である｡底面は西から東に向けて低

くなっている｡遺物の出土はない｡SB46､SB47､

SC26と重複する｡SB47を切る｡SB46とは直接

的な切り合いはない｡SC26との切り合いは不明で

ある｡

SE33とSE59(第32･33図)

SE33とSE59は4区中央から東部に位置してい

る｡SE33は中央やや西から東に向かって約16m延

び､3m程途切れた後､SE59へと続き､約15m延

びた後､調査区外へと続く｡

SE33は上面幅0.6-1.1m､深さ0.02-0.14m､

断面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は緩やかである｡

埋土は自然堆積である｡底面は西から東に向けて低

くなっている｡遺物は近世後半の遺物が僅かに出土

している｡他遺構との重複はない｡

SE59は上面幅0.5-1.3m､深さ0.02-0.2m､断

面形は船底形を示す｡壁面の傾斜は緩やかである｡

埋土は自然堆積である｡底面は西から東に向けて低

くなっている｡遺物の出土はない｡他遺構との重複

はない｡

SE33出土遺物 (第37図､168)

168は､陶器椀である｡見込に3個の砂目が熔着

している｡削り出し高台で兜巾あり｡

SE68(第32･33図)

SE68は､5区中央を東西に緩やかに蛇行しなが

ら約60m延び､調査区外へと続く｡上面幅0.8-1.1

m､深さ0.04-0.15m､断面形は船底形を示す｡壁

面の傾斜は緩やかである｡哩土は自然堆積である｡

底面は西から東に向けて低くなっている｡遺物の出

土はない｡SE66と重複し､SE66に切られる｡

SE69(第32･33図)

SE69は5区南部に位置し､東西に約32m延びる｡

上面幅0.4-1.2m､深さ0.3-0.1m､断面形は船底

形を示す｡壁面の傾斜は緩やかである｡埋土は自然

堆積である｡底面は西から東に向けて低くなってい

る｡遺物の出土はない｡他遺構との重複はない｡

SE8･SE9 (第22図)

SE8､SE9は2区西壁面中央部に位置する｡

西側部分が調査区外へと広がるため､その全容を明

らかにすることができなかった｡SE8もSE9も

中世から近世の陶磁器片が僅かに出土している｡

SE8出土遺物 (第37図170､176)

170は､陶器の碗である｡縮緬高台となっている｡

176は､内野山窯系の皿｡見込は蛇ノ目柚剥ぎ｡

SE9出土遺物 (第37図158､175)

158は､中国産で見込に4個の胎土日が熔着して

いる｡高台は4か所がアーチ状になっている｡
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第34図 区画溝出土遺物実測図 (1)
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第35図 区画溝出土遺物実測図 (2)
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第37図 溝状遺構出土遺物実測図 (1)
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